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国
語
が
と
く
い
で
、
漢
字
を
覚
え

た
り
す
る
こ
と
が
好
き
で
す
。
将

来
は
料
理
を
作
る
仕
事
を
し
た
い

で
す
。

【主な内容】

　▽県体荒尾大会スローガン決定

　▽平成 20年度決算の状況

　▽公表します！市職員の給与 ・定員管理等

　▽荒尾市総合防災訓練

　

  2

　3

　8

10
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風流 ・節頭行事
（写真は 「風流」 のようす。 記事は 13 ページ）
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▼
地
域
で
一
体
と
な
っ
て
青
少
年

の
育
成
を

　

地
域
に
お
い
て
、
日
ご
ろ
か
ら
子

ど
も
た
ち
を
温
か
く
見
守
り
、
励

ま
し
、
と
き
に
は
注
意
し
た
り
す

る
こ
と
、
有
害
な
情
報
や
環
境
か

ら
子
ど
も
た
ち
を
守
る
こ
と
な
ど
、

よ
り
多
く
の
人
々
が
さ
ま
ざ
ま
な

地
域
活
動
に
関
わ
る
こ
と
が
、
青

少
年
の
健
全
育
成
に
大
き
な
力
と

な
り
ま
す
。

▼
家
庭
の
あ
り
方
を
振
り
返
ろ
う

　

親
は
、
子
ど
も
の
基
本
的
な
人

格
形
成
に
つ
い
て
、
自
ら
に
責
任
が

あ
る
こ
と
を
自
覚
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
基
本
的
な
生
活
態
度
や
社
会

規
範
な
ど
、
子
ど
も
に
伝
達
し
て

い
く
責
務
を
、
子
ど
も
本
人
に
対

し
て
で
な
く
、
社
会
に
対
し
て
も
負

っ
て
い
る
こ
と
を
強
く
認
識
し
ま
し

ょ
う
。

「
全
国
青
少
年
健
全
育
成
強
化
月
間
」

　

家
庭
で
の
し
つ
け
、
ふ
れ
あ
い
と

信
頼
関
係
の
大
切
さ
な
ど
、
家
庭

の
あ
り
方
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

▼
青
少
年
の
育
成
は
、
大
人
一
人

ひ
と
り
の
責
務
で
す

　

大
人
自
身
が
、
社
会
の
基
本
的

な
モ
ラ
ル
や
ル
ー
ル
を
身
を
も
っ
て

教
え
て
い
く
と
い
う
姿
勢
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

▼
青
少
年
の
多
様
な
社
会
参
加
活

動
を
支
え
よ
う

　

こ
れ
か
ら
の
時
代
を
支
え
る
青
少

年
の
育
成
の
た
め
に
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
社
会
参
加
活
動
を
通
じ
て
、
よ

り
多
く
の
青
少
年
が
自
律
性
や
社

会
性
を
育
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

よ
り
多
く
の
大
人
た
ち
が
青
少

年
と
一
緒
に
な
っ
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動

な
ど
の
社
会
参
加
に
取
り
組
む
こ

と
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

【11
月
の
少
年
相
談
】

　

悩
み
ご
と
、
心
配
ご
と
な
ど

少
年
相
談
全
般
に
つ
い
て
、
皆

さ
ん
の
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
。
早
め
の
相
談
が
青
少
年

を
救
い
ま
す
。
小
さ
な
こ
と
で

も
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

●
日
時　

11
月
15
日

（日
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時

●
場
所　

中
央
公
民
館
Ｂ
室

※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
電

話
や
手
紙
で
の
相
談
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
の
で
、
希
望
す

る
人
は
少
年
指
導
セ
ン
タ
ー
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

［
申
・
問
］
少
年
指
導
セ
ン
タ
ー

☎
66

・
１
３
７
３

11
月

　

次
代
を
担
う
青
少
年
が
、
社
会
に
お
け
る
自
ら
の
役
割
と
責
任
を
自
覚
し
、
豊
か
な
個
性
と
能
力
を
培
い
、

非
行
に
陥
る
こ
と
な
く
、
心
身
と
も
に
健
や
か
に
成
長
す
る
こ
と
は
、
国
民
す
べ
て
の
願
い
で
す
。

　

本
市
で
も
11
月
を
「
青
少
年
健
全
育
成
の
月
」
（
市
強
化
月
間
目
標
）
と
定
め
、
青
少
年
の
健
や
か
な
成

長
を
願
っ
て
指
導
、
相
談
、
啓
発
活
動
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
も
、
将
来
を
担
う
青

少
年
の
健
全
育
成
の
た
め
に
、
今
、
地
域
や
家
庭
で
何
が
必
要
か
、
何
を
す
べ
き
か
を
こ
の
機
会
に
改
め

て
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

。
第 65 回熊本県民体育祭荒尾大会 スローガン決定！

　6 月 1 日から 7 月 31 日にかけて、 第 65 回熊本県民体育祭荒尾

大会のスローガンを公募したところ、 多数の応募をいただきました。

　荒尾市県民体育祭選考委員会における選考の結果、 次の作品が

入賞し、 10 月 6 日 （火） に市役所で行われた熊本県民体育祭荒

尾大会実行委員会設立総会で表彰が行われました。

　なお、 最優秀作品は第 65 回熊本県民体育祭荒尾大会のスローガ

ンとして使用します。

【入賞作品および入賞者】

　最優秀賞　「出会い　ときめき　響
ひび

き合い　荒尾県体」　田上るり子さん（北増永）

　　　優秀賞　「みなぎる闘志・あふれる感動・歴史と共に・荒尾県体」　本園しのぶさん（月田）

　　　優秀賞　「一瞬の輝き　永遠の思い出　荒尾県体」　　松藤亜由美さん（中央北）

[ 問 ] 県体推進室☎ 62-0400　

↑最優秀賞を受賞した田上さん
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財政事情の公表

平
成
20
年
度

決
算
の
状
況

平
成
20
年
度
の
市
財
政
の

決
算
状
況
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す

　

市
の
会
計
年
度
は
、
４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
を
一
区
切
り
と
し

た
１２
カ
月
間
を
い
い
、
「
決
算
」
と
は
、
一
会
計
年
度
間
に
お
け
る
歳

入
歳
出
に
つ
い
て
「
予
算
」
と
対
比
し
て
実
績
を
確
定
さ
せ
る
こ
と

を
い
い
ま
す
。
ど
の
く
ら
い
収
入
が
あ
る
の
か
、
そ
の
お
金
を
ど
の

よ
う
に
使
う
の
か
と
い
っ
た
予
定
を
示
す
「
予
算
」
に
つ
い
て
は
、

そ
の
年
度
の
開
始
前
に
市
議
会
の
議
決
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
実

際
に
い
く
ら
の
収
入
や
支
出
が
あ
っ
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
「
決
算
」

に
つ
い
て
は
監
査
委
員
の
意
見
を
付
け
て
、
議
会
の
認
定
に
付
さ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
荒
尾
市
で
は
決
算
特
別
委
員
会
な
ど
で
詳
し

く
審
議
さ
れ
た
後
、
１２
月
に
市
議
会
で
認
定
を
受
け
る
予
定
で
す
。

市の会計は一般会計、特別会計、公営企業会計

という３つのグループで成り立っています。

決算とは

【一般会計】市の会計の中心をなすもので、 行政運営の

基本的な事業である福祉、 ごみ処理、 消防、 教育、 道

路の整備などの事業に充てられ、 市政の基本となる会計

です。 主に市税 （市民税や固定資産税など） や地方交

付税などでまかなわれています。

【特別会計】国民健康保険事業や介護保険事業など特

定の事業を行う場合に、 国民健康保険税や介護保険料

など特定の歳入をもってその歳出に充てるもので、 一般

会計と区別して整理するものです。 荒尾市には五つの特

別会計があります。

【公営企業会計】水道、病院など、民間企業と同じように、

事業で収益をあげてまかなわれる会計です。 荒尾市には

２つの公営企業会計があります。

【
一
般
会
計
収
支
状
況
】

　

平
成
20
年
度
の
荒
尾
市
の
一

般
会
計
決
算
額
は
、
歳
入
が

191
億
２
千
234
万
８
千
円(

対
前

年
度
比
10
・
０
パ
ー
セ
ン
ト
増

)

、
歳
出
が
178
億
７
千
562
万
２
千

円(

対
前
年
度
比
４
・
０
パ
ー

セ
ン
ト
増)

で
、
差
し
引
き
プ

ラ
ス
12
億
４
千
672
万
６
千
円
と

な
り
ま
し
た
。
平
成
21
年
度
へ

繰
り
越
す
べ
き
財
源
を
差
し
引

い
た
実
質
収
支
で
は
、
プ
ラ
ス

４
億
２
千
815
万
６
千
円
と
な
り
、

３
年
連
続
で
黒
字
決
算
と
な
り

ま
し
た
。

　

単
年
度
収
支

（
当
該
年
度
と

前
年
度
の
実
質
収
支
を
比
較
し

た
も
の
で
、
前
年
度
以
前
か
ら

の
収
支
の
累
積
を
除
き
、
当
該

年
度
だ
け
の
収
支
を
把
握
す
る

た
め
に
用
い
る
）
を
見
ま
す
と
、

２
億
５
千
277
万
２
千
円
の
黒
字
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
に
お
け
る
集
中
改
革
プ
ラ
ン

等
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
財
政

状
況
が
健
全
な
方
向
へ
向
か
い
つ

つ
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

●一般会計収支状況 単位 ： 千円

区分
平成 20 年度 平成１9 年度

決算額 伸率 (%) 決算額

(A) 歳入総額 19,122,348 10.0 17,382,402

(B) 歳出総額 17,875,622 4.0 17,185,163

(C) 歳入歳出差引 (A-B) 1,246,726 197,239

(D) 翌年度へ繰越すべき財源 818,570 21,855

(E) 実質収支 (C-D) 428,156 175,384

(F) 単年度収支 252,772 145,163

●歳入歳出額の推移
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歳入

191 億

2,234 万 8 千円

依
　存
　
財
　
源

自

主
　

財
　
源

【
歳
入
の
決
算
状
況
】

　

歳
入
面
に
お
い
て
は
、
地
方
税
な
ど
の
自
主
財
源
よ
り
も
地
方
交
付
税

や
国
県
支
出
金
な
ど
の
依
存
財
源
が
占
め
る
割
合
が
高
い
決
算
状
況
で
す
。

そ
の
た
め
、
国
庫
補
助
負
担
金
の
削
減
、
税
源
移
譲
、
地
方
交
付
税
の
見

直
し
等
に
よ
り
大
き
な
影
響
を
受
け
る
こ
と
か
ら
、
行
政
活
動
の
自
主
性

と
安
定
性
を
確
保
す
る
こ
と
が
難
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一般会計

①地方交付税
53 億 9,993 万 7 千円

（28.2％）

②国庫支出金
29 億 4,571 万 2 千円

（15.4％）

③県支出金
9 億 8,417 万 1 千円 （5.1％）

④地方譲与税ほか
8 億 890 万円 （4.2％）

⑤市債
11 億 342 万 7 千円 （5.8％）

①市税　51 億 9,127 万 5 千円 （27.1％）

②諸収入
16 億 1,246 万 8 千円

（8.4％）

③使用料及び手数料
6 億 3,608 万 6 千円

（3.3％）

④分担金及び負担金
2 億 8,060 万 6 千円 （1.5％）

⑤繰入金
2,581 万 8 千円 （0.1％）

⑥繰越金 ・ 財産収入ほか
1 億 3,394 万 8 千円 （0.7％）

●
依
存
財
源

112
億
４
千
214
万
７
千
円

　

国
や
県
の
意
思
に
よ
っ
て
額
が

決
め
ら
れ
、
交
付
又
は
割
り
当

て
ら
れ
る
お
金
の
こ
と
で
す
。

　

こ
の
依
存
財
源
に
は
、
地
方
交

付
税
、
国
庫
支
出
金
、
県
支
出

金
、
地
方
譲
与
税
、
地
方
債
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

①
地
方
交
付
税

53
億
９
千
993
万
７
千
円

　

国
税

（
所
得
税
、
酒
税
、
法

人
税
、
消
費
税
、
た
ば
こ
税
）

の
一
部
を
各
地
方
公
共
団
体
間

の
財
政
力
の
不
均
衡
を
調
整
す

る
た
め
、
一
定
の
基
準
に
よ
り

国
が
配
分
す
る
も
の
で
す
。

②
③
国
庫
（
県
）
支
出
金

39
億
２
千
988
万
３
千
円

　

特
定
の
事
業
を
行
う
た
め
に
国

（県
）
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金
で
、

負
担
金
、
補
助
金
、
委
託
金
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

④
地
方
譲
与
税
ほ
か

８
億
890
万
円

　

地
方
譲
与
税
と
は
、
国
税
と

し
て
徴
収
さ
れ
た
地
方
道
路
税
、

自
動
車
重
量
税
の
全
部
又
は
一

部
に
つ
い
て
地
方
公
共
団
体
に
配

分
さ
れ
る
も
の
で
す
。
そ
の
ほ
か
、

地
方
特
例
交
付
金(

児
童
手
当

の
制
度
拡
充
に
伴
う
地
方
負
担

の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
の
措

置
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

⑤
市
債

11
億
342
万
７
千
円

　

国
、
県
や
銀
行
な
ど
か
ら
借

り
入
れ
る
お
金
の
こ
と
で
あ
り
、

い
わ
ゆ
る
借
金
で
す
。

●
自
主
財
源

78
億
８
千
20
万
１
千
円

　

市
が
自
主
的
に
収
入
で
き
る
お

金
の
こ
と
で
す
。

　

市
税
、
分
担
金
及
び
負
担
金
、

使
用
料
、
手
数
料
、
諸
収
入
、

繰
入
金
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

①
市
税

51
億
９
千
127
万
５
千
円

　

内
訳
は
次
の
と
お
り
で
す
。

市
民
税

21
億
５
千
259
万
８
千
円

固
定
資
産
税

25
億
４
千
498
万
2
千
円

軽
自
動
車
税１

億
１
千
437
万
１
千
円

た
ば
こ
税

３
億
６
千
478
万
６
千
円

入
湯
税

１
千
453
万
８
千
円

②
諸
収
入

16
億
１
千
246
万
８
千
円

　

貸
付
金
元
利
収
入
、
実
費
徴

収
金
、
そ
の
他
雑
入
な
ど
で
す
。

③
使
用
料
、
手
数
料

６
億
３
千
608
万
６
千
円

　

い
ろ
い
ろ
な
施
設
の
使
用
料
や

住
民
票
等
証
明
書
の
交
付
に
か

か
る
手
数
料
な
ど
で
す
。

④
分
担
金
及
び
負
担
金

２
億
８
千
60
万
６
千
円

　

特
定
の
事
業
に
充
て
る
た
め

に
、
そ
の
事
業
の
利
益
を
受
け

る
者
か
ら
徴
収
す
る
お
金
の
こ
と

で
す
。

⑤
繰
入
金

２
千
581
万
８
千
円

　

特
別
会
計
や
基
金
な
ど
か
ら

繰
り
入
れ
る
お
金
の
こ
と
で
す
。

⑥
繰
越
金
、
財
産
収
入
ほ
か

１
億
３
千
394
万
８
千
円

　

繰
越
金
と
は
、
前
年
度
か
ら

持
ち
越
さ
れ
た
お
金
の
こ
と
で

す
。

　

財
産
収
入
と
は
、
市
有
財
産

(

市
有
地
な
ど)

を
貸
し
付
け
た

り
売
り
払
う
な
ど
に
よ
り
得
ら

れ
る
お
金
の
こ
と
で
す
。
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一般会計
【
歳
出
の
決
算
状
況
】

　

歳
出
面
に
お
い
て
は
、
毎
年
民
生
費
が
占
め
る
割
合
が
突
出
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
各
種
医
療
費
や
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
等
へ
の
繰

出
金
が
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
に
起
因
し
ま
す
。
ま
た
、
２
０
年
度
に
お

い
て
は
、
万
田
坑
周
辺
整
備
等
に
伴
い
教
育
費
が
増
加
し
、
荒
尾
競
馬

組
合
へ
の
一
時
貸
付
の
た
め
諸
支
出
金
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

①民生費
62 億 6,229 万 9 千円

（35.0％）

②総務費
24 億 6,667 万 4 千円

（13.8％）

③衛生費
22 億 8,863 万 2 千円

（12.8％）

④公債費
17 億 130 万円
（9.5％）

⑤土木費
14 億 9,922 万 6 千円
（9.5％）

⑥教育費
13 億 7,924 万 4 千円
（7.7％）

⑦諸支出金
9 億円
（5.0％）

⑧消防費
6 億 5,428 万 2 千円
（3.7％）

⑨商工費
3 億 4,779 万 1 千円
（1.9％）

⑩農林水産業費
1 億 6,630 万 6 千円
（0.9％）

⑪議会費
1 億 9,528 万 3 千円
（1.1％）

⑫その他　1,458 万 5 千円 （0.1％）

歳出

178 億

7,562 万 2 千円

①
民
生
費
（
62
億
６
千
229
万
９
千
円
）

　

住
民
に
一
定
水
準
の
生
活
と

安
定
し
た
社
会
生
活
を
保
障
す

る
た
め
の
経
費
で
あ
り
、
高
齢

者
や
障
が
い
者
、
乳
幼
児
の
た

め
の
福
祉
や
生
活
保
護
な
ど
に

使
わ
れ
る
費
用
で
す
。

②
総
務
費
（
24
億
６
千
667
万
４
千
円
）

　

市
の
全
般
的
な
管
理
事
務
経

費
で
あ
り
、
市
税
、
戸
籍
、
統
計
、

広
報
、
選
挙
、
交
通
安
全
対
策
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
推
進
、
そ
の
他
内

部
管
理
事
務
な
ど
に
使
わ
れ
る

費
用
で
す
。

③
衛
生
費
（
22
億
８
千
863
万
２
千
円
）

　

住
民
が
健
康
に
し
て
衛
生
的
な

生
活
環
境
を
保
持
す
る
た
め
の

経
費
で
あ
り
、
各
種
検
診
や
予

防
接
種
、
公
害
対
策
、
ご
み
の

収
集
・
処
理
、
リ
サ
イ
ク
ル
の

推
進
な
ど
に
使
わ
れ
る
費
用
で

す
。

④
公
債
費
（
17
億
130
万
円
）

　

市
の
借
入
金

（
市
債
）
を
返

済
す
る
費
用
で
す
。

⑤
土
木
費
（
14
億
９
千
922
万
６
千
円
）

　

道
路
、
公
園
、
港
湾
、
市
営

住
宅
な
ど
の
維
持
や
建
設
な
ど

に
使
わ
れ
る
費
用
で
す
。

⑥
教
育
費
（
13
億
７
千
924
万
４
千
円
）

　

教
育
委
員
会
、
小
・
中
学
校
、

社
会
教
育
等
の
教
育
関
係
の
経

費
で
あ
り
、
幼
稚
園
、
小
中
学

校
な
ど
の
教
育
、
文
化
、
ス
ポ

ー
ツ
の
振
興
な
ど
に
使
わ
れ
る

費
用
で
す
。

⑦
諸
支
出
金
（
９
億
円
）

　

他
の
支
出
科
目
に
含
ま
れ
な
い

貸
付
金
な
ど
で
す
。
（競
馬
組
合

貸
付
金
）

⑧
消
防
費
（
６
億
５
千
428
万
2
千
円
）

　

消
防
、
水
防
、
災
害
対
策
、

救
急
活
動
な
ど
に
使
わ
れ
る
費

用
で
す
。

⑨
商
工
費
（
３
億
４
千
779
万
１
千
円
）

　

商
工
業
の
振
興
、
観
光
事
業

等
に
使
わ
れ
る
費
用
で
す
。

⑩
農
林
水
産
業
費

（
１
億
６
千
630
万
６
千
円
）

　

農
林
水
産
業
の
振
興
や
農
道
、

漁
港
な
ど
の
維
持
整
備
に
使
わ

れ
る
費
用
で
す
。

⑪
議
会
費
（
１
億
９
千
528
万
３
千
円
）

　

市
議
会
議
員
の
報
酬
や
市
議

会
の
運
営
活
動
に
使
わ
れ
る
費

用
で
す
。

⑫
そ
の
他
（
１
千
458
万
５
千
円
）

労
働
費
、
災
害
復
旧
費
で
す
。

【
市
債
と
基
金
】

●
市
債

　

市
が
事
業
を
行
う
た
め
に
資

金
を
調
達
す
る
一
つ
の
手
段
で
、

市
の
借
金
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

学
校
・
公
園
・
道
路
整
備
な

ど
建
設
事
業
の
資
金
に
充
て
ら

れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
建
設
時
に

集
中
す
る
負
担
を
、
施
設
を
利

用
す
る
後
の
世
代
に
も
負
担
し

て
も
ら
う
こ
と
で
、
世
代
間
の
負

担
の
公
平
を
確
保
す
る
た
め
で

す
。

●
基
金

　

市
が
将
来
に
備
え
た
り
、
特
定

の
目
的
の
た
め
に
資
金
を
積
立
ま

た
は
運
用
す
る
資
金
で
、
市
の

積
立
預
金
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

●市債残高と積立基金現在高の推移
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【
指
標
で
見
る
財
政
状
況
】

●
実
質
公
債
費
比
率

　

平
成
18
年
度
か
ら
地
方
債
制

度
が
協
議
制
に
移
行
し
た
こ
と

に
伴
い
導
入
さ
れ
た
新
し
い
指
標

で
、
公
債
費
に
よ
る
財
政
負
担

の
程
度
を
客
観
的
に
示
し
ま
す
。

こ
の
数
値
が
18
％
を
超
え
る
と

地
方
債
の
発
行
に
許
可
が
必
要

に
な
り
、
25
％
を
超
え
る
と
起

債
の
制
限
を
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

本
市
の
実
質
公
債
費
比
率
は

県
下
市
平
均
、
全
国
類
似
団
体

と
比
較
し
て
も
過
大
な
も
の
と

は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
た
だ
、
本

市
の
経
常
収
支
比
率
の
高
さ
を

考
慮
す
れ
ば
、
こ
れ
以
上
返
済

額
を
増
加
さ
せ
る
よ
う
な
起
債(

●
財
政
力
指
数

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
力
を

示
す
指
数
で
、
１
・
00
に
近
く
、

あ
る
い
は
１
・
00
を
超
え
る
ほ
ど
、

財
政
に
余
裕
が
あ
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

本
市
の
財
政
力
指
数
は
全
国

平
均
に
比
べ
低
く
な
っ
て
お
り
、

自
主
財
源
に
乏
し
く
地
方
交
付

税
等
に
依
存
し
た
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。
つ
ま
り
、
本
市
の
財
政

構
造
は
、
国
の
地
方
財
政
施
策

に
よ
り
大
き
く
影
響
を
受
け
る

体
質
と
な
っ
て
い
ま
す
。

18 年度 19 年度 20 年度

荒尾市 93.4 96.5 92.8

熊本県下市平均 94.6 95.5 94.0

全国類似団体 92.1 93.5

18 年度 19 年度 20 年度

荒尾市 12.6 12.2 11.5

熊本県下市平均 15.8 15.1 14.9

全国類似団体 16.1 14.2

18 年度 19 年度 20 年度

荒尾市 0.47 0.48 0.50

熊本県下市平均 0.44 0.46 0.47

全国類似団体 0.63 0.655

●
経
常
収
支
比
率

　

財
政
構
造
の
余
裕
を
示
す
も
の
で

す
。
支
出
の
う
ち
人
件
費
や
扶
助

費(

福
祉
費)
、
公
債
費(

借
金
の

返
済
費)

な
ど
、
毎
年
必
ず
支
払

う
経
費
を｢

経
常
的
経
費｣

と
い

い
ま
す
。
ま
た
市
税
や
地
方
交
付

税
な
ど
毎
年
常
に
入
っ
て
く
る
財

源
を｢

経
常
一
般
財
源｣

と
い
い

ま
す
。
使
い
道
が
自
由
な
経
常
一

般
財
源
か
ら
経
常
的
経
費
に
当
て

ら
れ
た
割
合
が
経
常
収
支
比
率
で

す
。
こ
の
比
率
が
低
い
ほ
う
が
自
由

に
使
え
る
資
金
が
多
い
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

本
市
の
経
常
収
支
比
率
は
20
年

度
は
若
干
改
善
し
た
も
の
の
、
全

●経常収支比率

国
類
似
団
体
と
比

較
し
高
く
な
っ
て

お
り
、
臨
時
的
、

政
策
的
な
費
用
を

支
出
す
る
こ
と
が

困
難
な
財
政
構
造

と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
数
値
が
高
い

ほ
ど
、
財
政
構
造

が
硬
直
化
し
て
い

る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

●実質公債比率

●財政力指数

借
金
す
る
こ

と)

に
は
慎

重
に
な
る
必

要
が
あ
り
ま

す
。

※各指標の 20 年度分において、 全国類似団体の数値は

まだ算出されておりません。 ( 熊本県内は速報値）

※全国類似団体とは、 人口や産業構造をもとに同じような

規模の市町村を類型別に区分けしたものです。

●
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　

本
市
国
民
健
康
保
険
は
、
毎

年
国
に
よ
り
高
医
療
費
市
町
村

の
指
定
を
受
け
て
お
り
、
平
成

20
年
度
に
お
い
て
は
総
医
療
費

60
億
１
千
679
万
８
千
円

（
対
前
年

３
千
110
万
１
千
円
の
増
）、
一
人
当

た
り
37
万
２
千
96
円

（
対
前
年
度

９
千
722
円
の
増
）
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

ま
た
、
平
成
20
年
度
の
特
定
健
診

の
受
診
率
に
つ
い
て
は
約
20
％
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
医
療
費
の
適
正
化
・
低

減
化
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
受

診
率
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

　

公
共
下
水
道
の
整
備
は
多
額
の

費
用
を
要
し
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
を

地
方
債
に
よ
っ
て
補
っ
て
い
る
た
め
、

そ
の
元
利
償
還
費
が
支
出
の
大
半

を
占
め
て
い
ま
す
。
本
年
度
の
形

式
収
支
は
８
億
６
千
738
万
円
の
赤

字
決
算
で
す
が
、
単
年
度
収
支
で

は
２
億
３
千
717
万
５
千
円
の
黒
字
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

累
積
赤
字
を
平
成
27
年
度
ま
で

に
解
消
し
よ
う
と
、
経
営
健
全
化

計
画
に
沿
っ
て
事
業
を
遂
行
し
て
い

ま
す
。

【
平
成
20
年
度
の特

別
会
計
の
決
算
】

●平成 20 年度の特別会計の決算

会計名

（A）
歳入決算額

（B）
歳出決算額

（C）
歳入歳出差引
額 （A-B）

（D）
翌年度へ繰
越すべき財源

（E）
実質収支
（C-D）

国民健康保険特別会計 7,050,117 7,046,151 3,966 0 3,966

公共下水道事業特別会計 2,000,179 2,867,564 △ 867,385 0 △ 867,385

老人保健特別会計 763,011 756,215 6,796 0 6,796

介護保険特別会計 （保険事業勘定） 4,824,062 4,581,426 242,636 0 242,636

介護保険特別会計 （介護サービス事業勘定） 28,695 25,096 3,599 0 3,599

後期高齢者医療特別会計 690,063 679,631 10,432 0 10,432

単位 : 千円
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●
老
人
保
健
特
別
会
計

　

老
人
保
健
事
業
は
、
医
療
制

度
改
革
に
よ
り
平
成
19
年
度
を

も
っ
て
廃
止
さ
れ
、
平
成
20
年

度
か
ら
は
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
度
に
つ
い
て
は
、
前

年
度
の
３
月
診
療
分
及
び
請
求

遅
れ
分
の
医
療
給
付
費
を
支
給

し
て
い
ま
す
。

●
介
護
保
険
特
別
会
計
（
保
険
事

業
勘
定
）

　

平
成
20
年
度
は
、
要
介
護
認

定
者
数
の
増
加
や
重
度
化
等
も

あ
り
、
前
年
度
に
比
べ
介
護
保

険
給
付
費
が
増
額
と
な
り
ま
し

た
が
、
単
年
度
は
黒
字
決
算
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
熊
本
県

介
護
保
険
財
政
安
定
化
基
金
か

ら
の
借
入
れ
も
繰
上
償
還
を
行

い
、
全
額
返
済
を
終
え
て
い
ま

す
。
今
後
は
、
さ
ら
に
介
護
サ

ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
や
保
険
給
付

費
の
適
正
化
の
取
組
み
を
強
化

し
、
健
全
な
保
険
運
営
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

●
介
護
保
険
特
別
会
計
（
介
護
サ

ー
ビ
ス
事
業
勘
定
）

　

平
成
20
年
度
は
、
人
員
配
置

や
業
務
整
理
に
よ
っ
て
単
年
度
黒

字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。
今
後

も
要
支
援
認
定
者
の
増
加
が
見

込
ま
れ
る
な
か
、
よ
り
よ
い
居

宅
介
護
予
防
支
援
サ
ー
ビ
ス
を

安
定
的
に
提
供
で
き
る
よ
う
介

護
予
防
事
業
所
の
運
営
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

●
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　

国
民
医
療
費
が
増
大
す
る
中
、

現
役
世
代
と
高
齢
者
の
負
担
を

明
確
に
し
、
公
平
で
わ
か
り
や

す
い
制
度
と
す
る
た
め
、
平
成

20
年
４
月
に
75
歳
以
上
の
高
齢

者
を
対
象
に
し
た
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

制
度
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
熊
本

県
の
全
市
町
村
が
加
入
す
る
熊

本
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
が
行
い
ま
す
が
、
平
成
20

年
度
の
本
市
の
医
療
給
付
費
は

71
億
263
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

[

問]

財
政
課
☎
63
・
１
２
８
９

【
荒
尾
市
財
政
の
現
況
と
こ
れ
か
ら
…
】

　

本
市
は
、
財
政
状
況
の
悪
化
か
ら
準

用
財
政
再
建
団
体
へ
の
転
落
を
回
避
す

べ
く
、
平
成
16
年
１
月
に

「財
政
健

全
化
緊
急
３
か
年
計
画
」
を
策
定
し
、

財
政
健
全
化
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協
力
の
お

か
げ
に
よ
り
平
成
18
年
度
か
ら
黒
字
決

算
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
全
国
的
に
は
一
般
会
計

以
外
の
特
別
会
計
や
企
業
会
計
、
一

部
事
務
組
合
や
第
三
セ
ク
タ
ー
等
の

経
営
悪
化
に
よ
り
財
政
が
圧
迫
さ
れ

る
地
方
公
共
団
体
の
事
例
も
出
て
き

た
こ
と
も
あ
り
、
平
成
19
年
に
地
方

財
政
健
全
化
法
が
制
定
さ
れ
、
健
全

化
の
度
合
い
を
示
す
４
つ
の
指
標
が
導

入
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
昨
年
度
か
ら

こ
の
４
つ
の
指
標
を
公
表
し
て
お
り
ま

す
。
（平
成
20
年
度
分
は
９
月
15
日

号
に
掲
載
）

　

昨
年
度
は
、
市
民
病
院
事
業
会
計

で
資
金
不
足
額
が
21
億
円
ほ
ど
あ
り
、

本
市
す
べ
て
の
会
計
を
合
わ
せ
た
連
結

決
算
で
は
、
県
内
市
町
村
で
唯
一
赤

字
を
計
上
す
る
こ
と
と
な
り
、
こ
の
ま

ま
で
は
一
般
会
計
を
含
め
た
市
全
体

の
財
政
を
大
き
く
圧
迫
し
か
ね
な
い
状

況
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
今
年

度
は
公
立
病
院
特
例
債
を
借
り
入
れ

し
、
経
営
改
善
に
向
け
て
よ
り
一
層
の

努
力
を
進
め
た
結
果
、
資
金
不
足
額
は

６
億
円
ほ
ど
と
な
り
、
連
結
決
算
で
も

赤
字
を
解
消
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
経
営
改
善
に
よ
り

病
院
事
業
会
計
の
赤
字
を
根
本
的
に

解
消
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
今
後
７
年

間
で
特
例
債
の
返
済
を
行
う
と
と
も

に
、
単
年
度
の
経
営
黒
字
へ
向
け
て
今

ま
で
以
上
の
経
営
改
善
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

市
全
体
に
お
い
て
も
財
政
健
全
化
を

一
層
推
進
す
る
た
め
、
平
成
20
年
３

月
に

「荒
尾
市
財
政
健
全
化
新
３
か

年
計
画
」
を
策
定
し
、
更
な
る
行
政

改
革
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
財
政
再
生
団
体
と
な
っ
た
場
合
、

市
民
の
皆
様
へ
の
サ
ー
ビ
ス
低
下
や
負

担
増
を
強
い
る
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
う
い
っ
た
事
態
は
絶
対
に
避
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
、
今
後
も
財
政
健
全
化
努

力
を
最
大
限
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

［有
料
広
告
］

当日の朝、 調理をした煮物中心のお弁当

健康食・高齢者やわらか食・おまかせ食

糖尿病食（５段階）・腎臓病食

１人分から
 毎日配達

大牟田市大字歴木 1137-1
電話  0944-52-1555
ＦＡＸ  0944-52-1557

有限
会社

昼食・夕食は同じ価格 （税込み）

１日のカロリー ご飯あり
（１食分）

ご飯なし
（１食分） １日のカロリー ご飯あり

（１食分）
ご飯なし
（１食分）

1200 Ｋカロリー \725 \651 やわらか食 \756 \672

1400 Ｋカロリー \735 \651 腎 臓 食 \788 \704

1600 Ｋカロリー \756 \672 健 康 食 \735 \651

1800 Ｋカロリー \767 \683
おまかせ \600 \520

2000 Ｋカロリー \777 \693０１２０－１１２２６２

フリーダイヤル
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　荒尾市では、 市職員の給与や定員管理の実態を広く市民の皆さんにご理解いただくため、 毎年１回、

職員の給与や定員管理について公表しています 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総務課☎ 63-1204

2、 職員の給与状況

（1） 職員給与費の状況 （普通会計決算見込額）

区分
職員数
（A）

給与費 1 人当り
給与費 （B） / （A）給料 職員手当 期末 ・ 勤勉手当 計 （B）

20 年度 373 14 億 1,398 万 2千円 1億 3,245 万 3千円 6億 1,816 万円 21 億 6,459 万 5千円 580 万 3千円

（2） 職員平均給与月額および平均年齢の状況 （平成 21 年 4 月 1 日現在）

区分
一般行政職

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

荒尾市 305,800 円 338,900 円 43.4 歳

（3） 職員の初任給の状況 （平成 21 年 4 月 1 日現在）

※給与とは給料に扶養手当等諸手当を含んだものです。
　 平均給与には期末 ・勤勉手当は含まれていません。

【行財政改革の定員 ・ 給与における取り組みについて】

●定員管理　平成 18 年 3 月策定の荒尾市集中改革プランでは、 平成

17 年度から 22 年度までの 5 年間で 53 人 （6.5%） を減員し、 職員数

を 763 人とする計画でしたが、 平成 21 年度当初で 735 人 （教育長を

含む） となり、 すでに減員数は目標を上回っている状況です。

　本市では、さらに今後 10年間で 245人の定年退職者を見込んでいて、

行政サービスを維持するためには、 新規採用は一定数必要であると考え

ていますが、 民間委託などが可能な業務について引き続き検討を行い、

重点的な職員の配置を行うことにより、 定員適正化に努めていきます。

●民間委託などの推進　平成21年度から、文化センターの運営管理を、

指定管理者 （中央設備 ステージ･ラボ共同体） が行っています。

区分
荒尾市 国

決定初任給 決定初任給

一　般
行政職

大卒 163,590 円 172,200 円 

短大卒 145,160 円 152,800 円 

高卒 133,095 円 140,100 円 

※本市の初任給の額は、 抑制措置後の額です。

（4） 職員の経験年数別 ・ 学歴別平均給料月額の状況 （平成 21 年 4 月 1 日現在）

区分 経験年数 10 年 経験年数 15 年 経験年数 20 年

一般行政職

大学卒 233,809 円 279,395 円 315,923 円 

短大卒 203,870 円 248,805 円 294,690 円

高卒 188,528 円 233,035 円 該当者なし 

（注） 経験年数とは、 卒業後直ちに採用され、 引
き続き勤務している場合は、 採用後の年数をいい
ます。

（5） 一般行政職の級別職員数の状況 （平成 21 年 4 月 1 日現在）

1 級 2 級 3 級 4 級 5 級 6 級 7 級 計

職務内容 主事 主事
係長 ・参事
主任 ・副主任

課長補佐 ・係長 ・参事
主任 ・副主任

課長 ・課長補佐
部長 ・部次長

課長
部長

職員数 （人） 31 33 116 80 30 20 5 315

構成比 （％） 9.8 10.5 36.8 25.4  9.5 6.3 1.6 100.0 

（6） 職員手当の状況 （平成 21 年度）
区分 荒尾市 国

期末手当
勤勉手当
（月分）

期末手当 勤勉手当

同じ
6 月期

1.4 
〔1.25〕

0.75 
〔0.7〕

12 月期 1.6 0.75 

計 3.0 1.50 

※ 6 月期の期末勤勉手当は、暫定措置として下段〔〕
内の率で支給済み。 （期末手当 0.15 月分、 勤勉手
当 0.05 月分をそれぞれ減額）

区分 荒尾市 国

扶養手当
▽配偶者　　　　　　　　13,000 円
▽その他の扶養親族
　　　　　　　　　　　　1 人 6,500 円

同じ

通勤手当
▽交通機関および自動車など
を利用する場合、 距離に応じて
2,000 円～ 24,500 円を支給

同じ

住居手当

▽借家の場合、 家賃に応じて
27,000 円を限度に支給
▽持ち家の場合　　　　　2,500 円
（新築 ・購入から 5年以内）

同じ

特殊勤務
手当

▽市税事務従事手当 （税務）
　　　　　　　　　　　　　　　3,000 円
▽　　　　　　〃　　　　　（収納）
　　　　　　　　　　　　　　　3,500 円
▽福祉事務調査手当　 4,500 円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

異なる

（7） 退職手当の状況 （平成 21 年 3 月 31 日現在） （月分）

荒尾市 国

支給率 自己都合 勧奨 ・ 定年 自己都合 勧奨 ・ 定年

勤務 20 年 23.5 30.55

同じ
勤務 25 年 33.5 41.34

勤務 30 年 41.5 50.7

最高限度額 59.28 59.28

その他の加算措置 制度なし 国と同じ
定年前早期退職特別

措置 （2％～ 20％加算）

退職時特別昇給 なし なし なし

平均支給額 1,342 千円 23,703 千円

●給料の減額　臨時措置として、 医師を除く職員の給与を減額しています。 病院事業は支給額に応じて 4 ～ 10% （支給額

20万円未満の職員を除く）、 病院事業以外は一律 5%減額しています （平成 21 年度）。
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市職員の給与・定員管理などの公表

公表します！市職員の給与 ・ 定員管理など
1、 職員の任免および職員数に関する状況

（1） 職員数に関する状況

平成 20 年 4 月 1 日
現在の職員数

A

異動 （Ｈ 20.4.2 ～Ｈ 21.4.1） 平成 21 年 4 月 1 日
現在の職員数
A ー B ＋ C

退職
B

採用
C

737 55 52 734

（参考） 5 年前 ・ 10 年前の職員数

平成 16 年 4 月
1 日現在

平成 11 年 4 月
1 日現在

854 926

（注） 「退職」 は平成 20 年 4 月 1 日から平成 21 年 3 月 31 日までの、 「採用」 は、 平成 20 年 4 月 2 日から平成 21 年 4 月 1 日
までの間の数を計上しています。

（2） 職員採用の状況

区分 試験の程度 Ｈ 20.4.2 ～Ｈ 21.4.1 Ｈ 19.4.2 ～Ｈ 20.4.1 増減

正規の試験

一般事務

大卒 10 7 3

短大卒 2 1 1

高卒 1 2 △ 1

　病院事務 5 14 △ 9

医療技師 2 7 △ 5

看護師 18 15 3

その他

教育委員会指導主事 1 1 0

再任用 （常勤） 3 1 2

医師 10 9 1

合計 52 57 △ 5

（3） 退職者の状況 （平成 19 年度）

区分 退職者数 備考

定年退職 20

勧奨退職
( 希望退職）

17

普通退職
（自己都合等）

15

懲戒免職 1

任期満了 2 再任用職員

合計 55

（4） 部門別職員数の状況 （各年度 4 月 1 日現在）

区分
職員数

増減 主な増減理由
平成 21 年度 平成 20 年度

一般
行政

議会 5 5 0

総務 104 106 △ 2 直営から指定管理者へ移行（文化センター）

税務 31 30 1 課税体制の強化

民生 57 62 △ 5 区分の変更による減（後期高齢者医療関係）

衛生 63 65 △ 2 欠員不補充

労働 0 0 0

農林水産 17 18 △ 1 業務の見直し

商工 9 9 0

土木 35 37 △ 2 欠員不補充

小計 321 332 △ 11

特別行政 教育 52 55 △ 3 給食センター調理職員の非常勤雇用

公営企業等

病院 306 297 9 医師 ・看護師などの増員

水道 14 15 △ 1 業務の見直し

下水道 13 13 0

その他 28 25 3 区分の変更による増（後期高齢者医療関係）

小計 361 350 11

合計 734 737 △ 3

（5） 職務上の地位別職員数 （一般行政職の各年度 4 月 1 日現在）

区分
平成 21 年度 平成 20 年度 増減

職員数 うち女性 職員数 うち女性 職員数 うち女性

部長級 5 0 5 0 0 0

部次長級 6 1 6 1 0 0

課長級 16 1 17 1 △ 1 0

課長補佐級 32 2 36 3 △ 4 △ 1

係長級 81 16 89 15 △ 8 1

その他の職員 175 78 193 81 △ 18 △ 3

合計 315 94 346 101 △ 31 △ 7
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2030 あらお有明優都戦略ピースフルプロジェクト　荒尾防災塾事業

荒尾市総合防災訓練を開催します！

　荒尾市では、2030 あらお有明優都戦略ピースフルプロジェクト『荒

尾防災塾事業』として、関係機関との共催で大規模な防災訓練を実施

します。これは、有明海を震源とする直下型震度５強の地震が発生し、

老朽化した建物の一部が倒壊、けが人が多数発生しているとの想定で、

現場での指揮、救助、救護、消火等の訓練を、各機関の連携を確認す

る目的で実施するものです。ぜひ、ご観覧ください。

●日時　１１月 15 日 （日） 午前９時から （午前中）

●場所　緑ケ丘小学校一帯

●駐車場　あらおシティモール

●訓練内容　災害対策本部設置訓練、 トリアージ訓練、 特殊救助チーム

（SAR） による救助訓練、消火訓練、情報伝達訓練、防災ヘリによる救助訓練、

炊き出し訓練ほか

●防災備蓄品および緊急車両の展示　市で備蓄している防災備蓄品や消防

車、 救急車などの緊急車両を訓練会場に展示します。 （緊急車両について

は訓練終了後の展示）

●参加機関　荒尾市、 荒尾消防署、 荒尾市医師会、 荒尾警察署、 荒尾市

消防団、有明高校、荒尾市民病院、荒尾市歯科医師会、荒尾市建設業協会、

荒尾市管工事組合、 荒尾市社会福祉協議会ほか

↓昨年行われた総合防災訓練のようす

　「荒尾市文化振興基金」 では、 本市の個性的な地域文化を創造し、 豊かで活力に満ちたまちづくりに

活かすことのできる文化活動 （恒常的な活動は除く） を支援するため、予算の範囲内で助成を行います。

【助成対象事業】　21 年度に自ら企画して実施する次に掲げる事業で、 広く市民に公開、 公表するものが対象と

なります。 ただし、 事業の実施は 12 月以降となります。

　1. 活動発表事業…複数の団体による共同作業や新たに実行委員会を作るなどして、 従来の活動の枠を超え

　　て行われる発表会などの事業。 ただし、 特定の流派、 会員、 個展などに関わる事業は対象外とします。

　2.文化情報事業…荒尾の文化を紹介するビデオ・パンフレットなどの制作で、文化情報の発信に寄与する事業。

　3. 人材育成 ・交流事業…文化的な活動として開催される研究会、 フォーラムなどで人材育成や交流を目的　

　　とする事業。

　4. その他の事業…文化によるまちづくりの振興に寄与するもので、 市長が特に必要と認める事業。

【助成対象者】　市内に住所または活動の本拠を有する団体

【助成金】　助成金の額は、 当該事業に要する経費の 3 分の 2 以内の額で、 限度額を 50 万円とします。

【募集期間】　11 月 4 日 （水） ～ 20 日 （金）

[ 問 ] 政策企画課地域振興係　☎６３- １２７４

平成 21 年度　文化振興基金活用事業を募集します平成 21 年度　文化振興基金活用事業を募集します

[ 問 ]2030 あらお有明優都戦略ピースフル部会事務局　くらしいきいき課　☎６３- １３９５
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共同受信施設の地デジ化には助成制度が活用できます
　平成 23 年（2011 年）7 月 24 日までに地上アナログ放送は終了します。受信機や受信設備がデジタル放

送に対応していないとテレビ放送が見られなくなります。

　地上デジタル放送を受信するための費用は自己負担で実施することが基本ですが、 共同住宅 （アパート ・ マンション） 内の共

同受信施設や、 建造物などによる受信障害対策として設置された共同受信施設では、 地上デジタル放送対応のための経費負

担が過重となる場合があるため、 その一部を国が助成する制度があります。 ただし、 国 ・ 地方公共団体などが所有する共同受

信施設は助成対象とはなりません。 助成対象となるのは世帯当たり 3 万５千円以上の負担経費がかかる場合で、 最大 2 分の 1

の助成が受けられます。

共同受信施設のアパート ・ マンション

●助成を受けるには改修工事を実施する前に申請を行う必要があります。

　共同住宅の共同受信施設デジタル化の助成制度申請締め切り…平成 22 年 1 月 15 日 （金）

　受信障害施設デジタル化の助成制度申請締め切り…平成 21 年 12 月 28 日 （月）

※詳しくはデジサポのホームページ (http://digisuppo.jp) をご覧ください。 　

[ 問 ] デジサポ助成金相談窓口…☎ 0570-093-724 （平日午前 9 時～午後 6 時） （つながらない場合は☎ 03-5623-3121）

　助成金申請…総務省熊本県テレビ受信者支援センター [ 愛称：デジサポ熊本 ]☎ 096-325-6922 （平日午前 9 時～午後 6 時）

（助成額の例） 最大で 2 分の 1 が助成されます。

加入する世帯あたりの負担 視聴者側負担額 助成額

3.5 万円の場合 35.000 円 0 円

5 万円の場合 35,000 円 15,000 円

7 万円の場合 35,000 円 35,000 円

10 万円の場合 50,000 円 50,000 円

（助成額の例） 最大で 2 分の 1 が助成されます。
世帯あたりの負担額が 3.5 万円以下の場合は対象外です。

加入する世帯あたりの負担 視聴者側負担額 助成額

3.5 万円の場合 35.000 円 0 円

5 万円の場合 35,000 円 15,000 円

7 万円の場合 35,000 円 35,000 円

10 万円の場合 50,000 円 50,000 円

（助成額の例） 最大で 3 分の 2 が助成されます。

加入する世帯あたりの負担 視聴者側負担額 助成額

7 万円の場合 上表と同じです

10.5 万円の場合 35,000 円 70,000 円

15 万円の場合 50,000 円 100,000 円

　アナログ共同受信施設をデジタル化改修するよりも、 ケーブルテレビで地上デジタル放送を受信するほうが安価な場合は、

ケーブルテレビ加入に必要な経費も助成対象となります。 （ケーブルテレビへの加入金と工事費は助成対象ですが、 毎月の利

用料は対象となりません。）

　デジタル局がアナログ局と異なる場所に設置されたため、 建造物などによる地上デジタル放送の受信障害が新たに発生する

地域において共同受信設備を新設する場合も助成対象となります。 （共同受信施設を新設する場合は、 最大で 3 分の 2 の助成

が受けられます）

［有
料
広
告
］

総合防災訓練、文化振興基金、地デジ化
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100
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

平
田
ナ
ミ
エ
さ
ん
（
大
平
町
）

ま
ち
の
話
題

タ
ウ
ン
ト
ピ
ッ
ク
ス

第
１
回
中
体
連
陸
上
大
会

一
中
が
総
合
優
勝
！

中
秋
の
名
月
と
と
も
に
楽
し
み

ま
し
た
～
音
と
光
の
祭
典
～

　

10
月
に
100
歳
の
お
誕
生
日
を
迎

え
ら
れ
た
平
田
ナ
ミ
エ
さ
ん
。
10

月
５
日

（
月
）
前
畑
荒
尾
市
長

よ
り
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。
ご
家
族
に
囲
ま
れ
、
た
く
さ

ん
の
祝
福
を
受
け
、
市
長
訪
問
の

ひ
と
時
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

荒
尾
市
か
ら
絵
本
を
発
信
！

友
枝
康
子
さ
ん
（
向
陽
台
）

美
味
し
か
っ
た
！
楽
し
か
っ

た
！
～
カ
ラ
イ
モ
掘
り
大
会

荒
尾
の
秋
は
実
り
豊
か
に

秋
の
収
穫
祭

　

10
月
６
日

（
火
）、
友
枝
康
子

さ
ん
が
、
今
年
２
月
に
出
版
さ

れ
た
絵
本

「
も
ち
ご
め
ち
ゃ
ん
の

だ
い
か
つ
や
く
」
が
全
国
学
校
図

書
館
協
議
会
選
定
図
書
に
選
ば

れ
た
こ
と
を
市
長
に
報
告
し
ま

し
た
。

　

友
枝
さ
ん
は

「
こ
の
た
び
の
選

定
図
書
指
定
は
大
変
励
み
に
な

り
ま
し
た
。
来
年
は
ま
た
違
う

テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
て
出
版
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
意
気
込

み
を
語
り
ま
し
た
。

　

９
月
20
日

（日
）
と
10
月
４
日

（
日
）、
金
山
の
カ
ラ
イ
モ
畑
で
カ

ラ
イ
モ
掘
り
大
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

両
日
と
も
晴
天
に
恵
ま
れ
、
市

内
外
か
ら
、
家
族
連
れ
な
ど
が

合
わ
せ
て
述
べ
400
人
が
参
加
し
、

カ
ラ
イ
モ
を
収
穫
し
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
ふ
か
し
た
カ
ラ
イ
モ

　

10
月
12
日

（
月
・
祝
）、
文
化

セ
ン
タ
ー
で

「
秋
の
収
穫
祭
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
で
収
穫
さ
れ
た
米
や
野

菜
、
果
物
や
海
苔
、
菓
子
、
焼

き
物
な
ど
の
特
産
品
の
販
売
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
人
が
訪
れ
、
用
意

さ
れ
た
試
食
を
味
わ
い
な
が
ら

買
い
物
を
楽
し
み
、
秋
の
一
日

を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

　

10
月
３
日

（
日
）、
宮
崎
兄
弟

生
家
施
設
で
第
４
回
音
と
光
の

祭
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

生
家
の
屋
根
の
上
に
浮
か
ん
だ

　

９
月
29
日

（
火
）、
市
陸
上
競

技
場
で
、
記
念
す
べ
き
第
１
回

玉
名
荒
尾
中
学
校
体
育
連
盟
陸

上
大
会
が
開
催
さ
れ
、
荒
尾
第

一
中
学
校
が
初
優
勝
し
ま
し
た
。

　

学
校
数
の
減
少
な
ど
の
理
由
に

よ
り
、
市
と
玉
名
郡
市
の
中
体

連
が
統
合
し
、
各
種
競
技
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
陸
上
競
技
に

お
い
て
も
16
校
か
ら
生
徒
お
よ

そ
千
300
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

荒
尾
一
中
は
い
ず
れ
の
種
目
に

お
い
て
も
安
定
し
た
好
成
績
を

残
し
、
第
一
回
大
会
に
総
合
優

勝
と
い
う
名
を
残
し
ま
し
た
。

中
秋
の
名
月
と
廃
油
キ
ャ
ン
ド
ル

の
明
か
り
の
も
と
、
バ
ン
ド
演
奏

や
ダ
ン
ス
、
ブ
ラ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー

や
中
学
生
に
よ
る
お
茶
会
な
ど

盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
、
お
よ

そ
千
人
の
観
客
が
訪
れ
、
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

と
カ
ラ
イ
モ
が
入
っ
た
カ
レ
ー
ラ

イ
ス
も
用
意
さ
れ
、
参
加
者
は

イ
モ
掘
り
の
体
験
の
あ
と
、
舌
鼓

を
打
ち
ま
し
た
。

↑ハーブやみかん、新米、梨、カライモなど、ずらり
と秋の味覚が並びました

↑土の中からは…大きなカライモがたくさん！

↑キャンドルが灯った夕方以降は風も涼し
く雰囲気満点でした ↑絵本への反響も大きく、お手紙などで感想もた

くさん届くそうです

これからもお元気でお過ごしくだ
さい！

↑県大会出場を目指して、熱戦を展開しました！
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世
界
遺
産
登
録
を
応
援
！

市
民
参
加
で
「
万
田
坑
彩
々
」

ス
ポ
レ
ク
あ
ら
お
'09

緑
ケ
丘
小
校
区
が
初
優
勝
！

　

10
月
12
日

（
祝
・
月
）、
文
化

セ
ン
タ
ー
で
創
作
舞
台

「
万
田

坑
彩
々
」
が
上
演
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ス
テ
ー
ジ
は
、
万
田
坑
の

世
界
遺
産
登
録
を
市
民
の
力
で

盛
り
上
げ
る
た
め
、
万
田
坑
を

テ
ー
マ
に
ゲ
ス
ト
演
奏
・
合
唱
・

バ
レ
エ
・
座
談
・
日
舞
・
民
踊
・

ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
で
構
成
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
万
田
坑
を
テ

ー
マ
に
し
た
絵
画
や
写
真
の
展
示

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

観
覧
に
訪
れ
た
人
は
舞
台
や

展
示
を
楽
し
み
な
が
ら
、
万
田

坑
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
わ
が

ま
ち

「
荒
尾
」
に
、
改
め
て
思

い
を
馳
せ
て
い
ま
し
た
。

　

10
月
11
日

（
日
）、
陸
上
競
技

場
で
ス
ポ
レ
ク
あ
ら
お
'09
が
開
催

さ
れ
、
お
よ
そ
千
人
の
市
民
の

代
表
が
校
区
ご
と
に
16
種
目
で

競
い
合
い
、
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

総
合
優
勝
は
緑
ケ
丘
小
校
区

で
、
四
小
校
区
と
の
統
合
後
、

初
め
て
の
優
勝
で
し
た
。

●
入
賞

　

優
勝　

緑
ケ
丘
小
校
区

　

準
優
勝　

八
幡
小
校
区

　

三
位　

二
小
校
区

秋
の
風
物
詩
「
の
ば
ら
さ
ん
」

　
　
　

風
流
・
節
頭
行
事

東
邦
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
株
）

と
立
地
協
定
に
調
印
し
ま
し
た

「
荒
尾
市
暮
ら
し
の
便
利
帳
」

共
同
発
行
協
定
に
調
印
し
ま
し
た

　

10
月
15
日

（
木
）、
野
原
八
幡

宮
例
祭
が
行
わ
れ
、
県
指
定
重

要
無
形
民
俗
文
化
財
で
あ
る
風

流

（
表
紙
）
と
、
市
指
定
無
形

民
俗
文
化
財
で
あ
る
節
頭
差
し

立
て
行
事
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　

約
750
年
余
り
の
歴
史
を
持
つ
節

頭
行
事
は
、
今
年
は
荒
尾
地
区

と
宮
内
地
区
が
奉
納
し
ま
し
た
。

　

10
月
20
日

（
火
）、
市
役
所
で

東
邦
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

（
株
）

（
東
京
都
、
濵
田
矩
男
代
表
取

締
役
社
長
）
と
の
立
地
協
定
調

印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
同
社

の
事
業
運
営
会
社
の
東
邦
薬
品

（株
）
が
水
野
工
業
団
地
内
に
医

薬
品
の
物
流
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し

ま
す
。

　

物
流
セ
ン
タ
ー
建
設
に
伴
い
、

地
元
か
ら
80
人
程
度
の
新
規
採

用
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
七
五
三
の
お
祝
い
で
多

く
の
親
子
連
れ
で
賑
わ
っ
て
い
て
、

訪
れ
た
人
は
２
つ
の
歴
史
あ
る
伝

統
芸
能
を
堪
能
し
て
い
ま
し
た
。

↓市のみどり推進協議会によるツツジの苗
木配布も行われました。お祝いの記念樹に
なりますね

↑節頭差し立て行事。祝い歌が秋空に朗々と
響きました

　

市
役
所
で
の
手
続
き
や
公
共

機
関
の
案
内
な
ど
を
掲
載
し
た

「
荒
尾
市
暮
ら
し
の
便
利
帳
」
共

同
発
行
の
協
定
を
、
10
月
21
日
、

㈱
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス

（
大
阪
市
、

村
田
吉
優
代
表
取
締
役
社
長
）

と
結
び
ま
し
た
。

　

官
民
協
働
事
業
と
し
て
市
が

情
報
を
提
供
し
、
便
利
帳
の
編

集
・
発
行
か
ら
配
布
ま
で
、
経

費
の
す
べ
て
を
民
間
企
業
で
あ
る

サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
が
広
告
収
入
で
ま

か
な
い
ま
す
。

　

来
年
２
月
ま
で
に
広
告
募
集
を

行
い
、
６
月
頃
に
は
市
内
の
全
家

庭
に
配
布
す
る
予
定
で
す
。

↑前畑市長と握手を交わす松谷高顕会長

↓はつらつとしたプレーが光りました

↑チームワークも抜群！

↑合唱には一般公募の市民の皆さんも参加しました

まちの話題

↑前畑市長と握手を交わす村田代表取締役社長
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高
齢
者
無
料
職
業
紹
介
所
を

開
設
し
て
い
ま
す
！

　

お
お
む
ね
65
歳
以
上

（
60
歳
以

上
で
も
可
）
の
人
を
対
象
に
、
専

門
の
相
談
員
が
就
職
に
関
す
る
相

談
や
、
本
人
の
希
望
と
能
力
に
応

じ
た
仕
事
を
紹
介
す
る
熊
本
県

高
齢
者
無
料
職
業
紹
介
所
玉
名

相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
相

談
は
無
料
で
す
。

●
日
時　

毎
週
月
・
水
・
金
曜(

祝
日･

年
末
年
始
を
除
く)　

午

前
10
時
～
午
後
４
時

●
場
所　

玉
名
地
域
振
興
局
福

祉
課
内

[

問]

県
高
齢
者
無
料
職
業
紹

介
所 

玉
名
相
談
所

☎
72
・
３
２
４
０

多
重
債
務
者
相
談
強
化

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
無
料
相
談
会

　

借
金
問
題
で
悩
ん
で
い
る
人
の

無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

相
談
員
や
弁
護
士
、
司
法
書
士

が
お
話
を
伺
い
ま
す
。
専
門
家

に
相
談
す
る
こ
と
が
安
心
へ
の
早

道
で
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す

の
で
、
安
心
し
て
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。
こ
れ
ま
で
も
、
た
く
さ
ん

の
人
が
相
談
さ
れ
、
生
活
再
建

に
向
か
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
で
き
る
だ
け
予
約
を
し

て
お
い
で
く
だ
さ
い
。

●
期
日　

11
月
16
日

（月
）

●
受
付
時
間　

午
後
１
時
～
４
時

●
場
所　

文
化
セ
ン
タ
ー
会
議
室

１
～
４

[

申
・
問]

県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
096
・
383
・
０
９
９
９

商
工
観
光
課　

☎
６
３
・１
４
２
１

く
ら
し
の
情
報

『
法
務
局
な
ん
で
も
相
談

所
』
を
開
設
し
ま
す

　

法
務
局
が
取
り
扱
う
業
務
に

つ
い
て
、
広
く
地
域
住
民
の
皆
さ

ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
土

地
建
物
の
相
続
や
売
買
に
よ
る

登
記
、
会
社
の
役
員
変
更
登
記
、

地
代
や
家
賃
の
供
託
、
戸
籍
・

国
籍
に
関
す
る
も
の
の
ほ
か
、
家

庭
内
の
問
題
や
近
隣
関
係
の
ト

ラ
ブ
ル
な
ど
に
つ
い
て
の
相
談
を
、

法
務
局
職
員
が
お
受
け
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
。

●
日
時　

11
月
7
日(

土)

、
午

前
10
時
～
午
後
3
時

●
場
所　

熊
本
地
方
法
務
局
玉

名
支
局(

玉
名
合
同
庁
舎
３
階)

[

問]

熊
本
地
方
法
務
局
玉
名

支
局　

☎
72
・
２
３
４
７

消
費
生
活
相
談
室
の
専
門
電

話
を
設
置
し
ま
し
た

　

暮
ら
し
に
最
も
身
近
な
商
品
へ

の
疑
問
、
悪
質
な
セ
ー
ル
ス
や
サ

ラ
金
問
題
な
ど
に
つ
い
て
専
門
の

相
談
員
が
お
受
け
し
、
解
決
に

向
け
た
助
言
や
情
報
提
供
を
通

し
て
、
み
な
さ
ん
の
消
費
生
活

を
支
援
し
ま
す
。
あ
き
ら
め
て

し
ま
う
前
に
一
度
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

【
相
談
室
専
用
電
話
】

☎
63
・
１
１
７
３

●
場
所　

市
役
所
１
階
消
費
生

活
相
談
室

●
受
付
時
間　

毎
週
火
・
水
・

金
曜

（
祝
日
、
年
末
年
始
は
除

く
）、
午
前
10
時
～
午
後
4
時

（正
午
～
午
後
１
時
は
除
く
）

※
相
談
さ
れ
る
時
は
次
の
準
備
を

お
願
い
し
ま
す
。

①
原
則
と
し
て
相
談
は
当
事
者

本
人
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

②
事
前
に
相
談
内
容
を
簡
潔
に

ま
と
め
て
く
だ
さ
い
。

③
契
約
書
・
保
証
書
・
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
な
ど
相
談
に
関
す
る
資
料
の

用
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
商
工
観
光
課
の
電
話

も
引
き
続
き
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
す
。

[

問]

商

工

観

光

課

☎
63
・

１
４
２
１
、
消
費
生
活
相
談
室
☎

63
・
１
１
７
３

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し
ま
す

　

農
業
委
員
会
で
は
農
地
の
無
断

転
用
の
防
止
と
、
耕
作
放
棄
地

の
実
態
把
握
と
解
消
を
目
的
と

す
る
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し

ま
す
。
農
業
人
口
の
減
少
や
農

家
の
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
、
当

市
で
も
耕
作
放
棄
地
が
増
加
し

て
お
り
、
荒
れ
た
田
、
畑
が
点

在
し
環
境
悪
化
の
原
因
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
11
月
を

「
農
地
パ
ト
ロ

ー
ル
月
間
」
と
定
め
現
地
調
査

を
行
い
ま
す
が
、
特
に
農
業
委

員
全
員
で
市
内
全
域
を
調
査
す

る
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
次
の
日
程

で
実
施
し
ま
す
。
期
間
中
、
現

地
確
認
の
た
め
農
業
委
員
・
農

業
委
員
会
事
務
局
職
員
が
農
地

に
立
ち
入
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
協
力
と
ご
理
解
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
調
査
日
時　

11
月
16
日(

月) 

午
前
9
時
～
12
時
を
予
定

●
調
査
場
所　

市
内
一
円

[

問]

農
業
委
員
会
事
務
局

☎
63
・
１
４
５
９

愛
の
献
血

（
11
月
）

●
20
日
（
金
）

▽
あ
ら
お
シ
テ
ィ
モ
ー
ル

午
前
10
時
～
11
時
30
分
、
午
後
12

時
45
分
～
午
後
4
時

※
た
だ
し
、
400
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
の
み
、

体
重
50
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上
の
人

［
問
］
保
健
セ
ン
タ
ー 

☎
63
・

１
１
３
３
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国
民
年
金
保
険
料
収
納
事
業

が
民
間
委
託
さ
れ
ま
し
た

　

平
成
21
年
10
月
か
ら
国
民
年

金
保
険
料
の
納
付
の
ご
案
内
を

民
間
業
者
に
委
託
し
て
行
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

委
託
業
者
の
行
う
業
務
は
、

電
話
、
文
書
ま
た
は
戸
別
訪
問

に
よ
る
保
険
料
納
付
や
免
除
申

請
手
続
き
の
ご
案
内
で
す
。
（
ご

案
内
は
土
・
日
曜
、
夜
間
も
行
い

ま
す
の
で
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま

す
）

　

委
託
業
者
か
ら
電
話
に
よ
る
納

付
の
ご
案
内
を
行
う
場
合
、
次

の
電
話
番
号
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
ご
案
内
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ
に
関
し
て
も
左
の
番
号
で
委

託
業
者
が
お
受
け
し
ま
す
。

【
委
託
業
者
名
】

（
株
）
オ
リ
エ
ン
ト
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

【
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
】

☎
０
１
２
０
・
２
１
７
７
３
６

　

委
託
業
者
が
戸
別
訪
問
で
、

国
民
年
金
保
険
料
納
付
の
ご
案

内
を
す
る
際
に
は

①
社
会
保
険
庁
が
発
行
し
た
顔

写
真
入
り

『
納
付
督
励
員
証
明

書
』
を
提
示
し
ま
す
。

②
保
険
料
を
お
預
か
り
し
て
納
付

す
る
場
合
は
、
お
客
様
が
保
険
料

納
付
書
を
お
持
ち
の
場
合
に
限
ら

れ
ま
す
。
納
付
書
を
お
持
ち
で
な

い
場
合
に
現
金
を
お
預
か
り
し
、

領
収
書
を
発
行
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

[

問]

玉
名
社
会
保
険
事
務
所　

☎
74
・
１
６
３
８

国
民
年
金
保
険
料
の
控
除
証

明
書
が
送
付
さ
れ
ま
す

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
全
額

が
社
会
保
険
料
控
除

（非
課
税
）

の
対
象
で
す
。
年
末
調
整
や
確

定
申
告
で
国
民
年
金
保
険
料
を

申
告
す
る
場
合
は
、
「
社
会
保

険
料

（
国
民
年
金
保
険
料
）
控

除
証
明
書
」
の
添
付
等
が
必
要

で
す
。
「
社
会
保
険
料

（
国
民

年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」

は
、
11
月
上
旬
に
社
会
保
険
庁

か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
申

告
の
際
ま
で
大
切
に
保
管
し
て
く

だ
さ
い
。

[

問]

社
会
保
険
庁
控
除
証
明

書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
・
070
・
117

国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
ま

せ
ん
か

　

国
民
年
金
基
金
は
、
公
的
な

年
金
制
度
で
す
。
20
歳
以
上
60

歳
未
満
で
国
民
年
金
保
険
料
を

納
め
て
い
る
人

（
第
１
号
被
保

険
者
）
な
ら
ど
な
た
で
も
加
入

で
き
ま
す
。
（農
業
者
年
金
加
入

者
は
加
入
で
き
ま
せ
ん
）

　

加
入
は
希
望
す
る
と
き
か
ら
い

つ
で
も
加
入
で
き
、
掛
け
金
は
、

性
別
、
加
入
す
る
時
の
年
齢
、
加

入
す
る
型
に
よ
り
決
ま
り
ま
す
。

　

掛
金
の
支
払
い
は
60
歳
ま
で
、

年
金
の
受
け
取
り
は
65
歳
か
ら

（Ⅲ
型
は
60
歳
か
ら
）。

　

掛
金
は
全
額
社
会
保
険
料
控

除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

受
け
取
る
年
金
は
、
国
民
年
金

や
厚
生
年
金
な
ど
の
年
金
と
併

せ
て
、
公
的
年
金
等
控
除
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

　

加
入
申
し
込
み
、
資
料
請
求

な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

[

申
・
問]

県
国
民
年
金
基
金

☎
096
・
387
・
２
２
２
０　

ま
た
は

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
１
２
０
・

住
宅
新
築
や
リ
フ
ォ
ー
ム

に
、
県
産
の
木
材
と
畳
表

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

　

県
で
は
、
木
造
住
宅
の
新
築
や

住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
す
る
人
に

県
産
木
材
と
畳
表
を
提
供
し
て

い
ま
す
。

　

県
民
の
皆
さ
ん
に
県
産
資
材
を

使
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
、
熊
本

の
豊
か
な
森
林
や
水
田
を
維
持
・

保
全
し
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
。

●
募
集
期
日　

（
今
年
度
最
終
募

集
）
11
月
10
日

（
火
）
～
12
月

1
日

（火
）

※
応
募
条
件
な
ど
、
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

[

申
・
問]

県
林
業
振
興
課

☎
096
・
333
・
２
４
４
８

65
・
４
１
９
２

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

h
ttp

://w
w

w
.

k
u
m

am
otok

ik
in

.or.jp

老
齢
者
の
所
得
税
、
地
方
税

上
の
障
害
者
控
除
に
つ
い
て

　

老
齢
者
に
つ
い
て
は
、
所
得
税

法
施
行
令
、
地
方
税
法
施
行
令

の
規
定
に
よ
り
、
身
体
障
害
者

手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

な
ど
の
ほ
か
、
身
体
障
が
い
者
に

準
ず
る
人
と
し
て
福
祉
事
務
所

長
の
認
定
を
受
け
て
い
る
人
が
障

害
者
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
65
歳
以
上
の
介
護

保
険
の
要
介
護
認
定
者
の
う
ち
、

ほ
ぼ
寝
た
き
り
状
態
の
人
で
一

定
の
基
準
を
満
た
し
て
い
る
人
に

「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」

を
発
行
し
ま
す
。

　

認
定
さ
れ
た
人
は
、
身
体
障

害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

る
人
な
ど
と
同
様
に
所
得
税
、

地
方
税
上
の
障
害
者
控
除
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
認
定

書
の
交
付
を
希
望
す
る
人
は
、

税
の
申
告
を
す
る
ご
本
人
の
印

鑑
と
対
象
者
の
人
の
印
鑑
を
持

参
の
う
え
、
福
祉
課
ま
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

[

問]

福
祉
課　

障
が
い
福
祉
係

☎
63
・
１
４
０
６

くらしの情報
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11
月
は
労
働
保
険
適
用
促
進
月

間
で
す

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
卸
・
小

売
業
、
飲
食
店
、
理
・
美
容
業

な
ど
を
中
心
に
労
働
保
険
加
入

手
続
き
が
さ
れ
て
い
な
い
事
業
場

が
数
多
く
あ
る
こ
と
か
ら
、
11

月
を

「
労
働
保
険
適
用
促
進
月

間
」
と
定
め
て
、
労
働
保
険
の

適
用
促
進
を
図
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　

「
労
働
保
険
」
は
、
事
業
の
種

類
や
規
模
に
関
わ
り
な
く
、
農

林
水
産
業
の
一
部
を
除
い
て
、

労
働
者
を
一
人
で
も
雇
用
し
て

事
業
主
の
皆
さ
ん
、

「
労
働
保
険
」
の
加
入
は

お
済
み
で
し
ょ
う
か
？

　

10
月
15
日
号
の
３
ペ
ー
ジ
上

段

「
行
政
改
革
の
取
り
組
み

状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
」

に
掲
載
し
た
表
現
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂

正
し
ま
す
。

[

誤]

成
果
と
今
後
の
計
画

[

正]

成
果
と
今
後
の
予
定

所
得
税
の
予
定
納
税
第
二
期

分
の
納
期
限
は
11
月
30
日

　

所
得
税
の
予
定
納
税
と
は
、
前

期
分
の
確
定
申
告
に
よ
る
納
税

額
が
一
定
額
以
上
の
人
に
、
そ

の
都
市
の
納
税
の
一
部
と
し
て
収

め
て
い
た
だ
く
制
度
で
、
当
て
は

ま
る
人
に
は
、
税
務
署
か
ら
通

知
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
２
１
年
度
分
の
所
得
税
の

予
定
納
税
の
第
二
期
分
の
納
期

限
は
、
11
月
30
日

（
月
）
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
予
定
納
税
額
は
、

前
年
の
所
得
税
額
を
も
と
に
計

算
し
て
あ
り
ま
す
が
、
事
業
を

廃
業
し
た
り
、
災
害
で
財
産
に

損
害
を
受
け
た
り
し
た
た
め
、

今
年
の
納
税
額
が
前
年
よ
り
減

少
す
る
と
見
込
ま
れ
る
人
は
、

11
月
16
日

（
月
）
ま
で
に

「
予

定
納
税
額
の
減
額
承
認
申
請
」

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

予
定
納
税
の
場
合
も
、
納
税

が
期
限
に
遅
れ
る
と
延
滞
税
が

掛
か
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　

詳
し
く
は
お
た
ず
ね
く
だ
さ

い
。

[

問]

玉
名
税
務
署

☎
72
・２
１
２
５
（自
動
音
声
案
内
）

古
い
電
話
帳
を
回
収
し
ま
す

資
源
の
再
利
用
に
ご
協
力
を

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
で
は
、
環
境
保

護
の
立
場
か
ら
、
古
い
電
話
帳
の

回
収
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
新

し
い
電
話
帳
の
配
達
の
際

（12
月

中
配
達
）、
古
い
電
話
帳
を
配
達

員
に
お
渡
し
く
だ
さ
い
。
も
し
渡

せ
な
か
っ
た
と
き
は
、
後
日
回
収

に
伺
い
ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
紙
資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

[

問]
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ

☎
０
１
２
０
・
506
・
309

い
る
事
業
主
は
、
加
入
手
続
き

を
行
い
、
労
働
保
険
料
を
納
付

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

労
働
者
が
必
要
な
労
災
保
険
、

失
業
給
付
、
育
児
・
介
護
休
業

給
付
な
ど
が
う
け
ら
れ
る
よ
う
、

速
や
か
に
保
険
の
加
入
手
続
き

を
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

　

労
働
保
険
制
度
や
加
入
手
続

き
に
つ
い
て
は
、
お
気
軽
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

[

問]　

熊
本
労
働
局
労
働
保
険

徴
収
室
☎　
096

・
211

・
１
７
０
２

ご
存
じ
で
す
か

「
税
を
考
え
る
週
間
」

　

11
月
11
日
か
ら
17
日
ま
で
は

「税
を
考
え
る
週
間
」
で
す
。

　

国
民
生
活
に
深
い
か
か
わ
り
を

持
っ
て
い
る
税
に
つ
い
て
、
そ
の
意

義

（必
要
性
）
お
よ
び
役
割

（用

途
）
や
税
務
行
政
の
現
状
を
分

か
り
や
す
く
説
明
す
る
と
と
も

に
、
国
民
の
皆
さ
ん
に
、
税
の
仕

組
み
や
目
的
を
考
え
て
、
国
の

基
本
と
な
る
税
に
対
す
る
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は

「
Ｉ
Ｔ
化
・
国
際
化
と

税
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
経
済
活

動
の
Ｉ
Ｔ
化
・
国
際
化
を
は
じ
め

と
し
た
社
会
・
経
済
情
勢
の
変

化
に
伴
う
税
務
行
政
の
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
広
報

･

広
聴
活
動
を
行
う
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
期
間
、
給
与
所
得

者
や
主
婦
、
児
童
・
生
徒
な
ど

を
対
象
と
し
た

「
租
税
教
室
」

の
開
催
な
ど
、
税
を
身
近
な
も

の
と
し
て
考
え
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
行
事
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

「租
税
教
室
」
の
開
催
希
望
は
、

税
務
署
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

[

問]

玉
名
税
務
署

☎
72
・２
１
２
５
（自
動
音
声
案
内
）

お
詫
び
と
訂
正

9 月末現在　荒尾市の人口 （前月比）

　　世帯数…23,630 世帯 （8）

　　人　 口…56,689 人 （19）

　　　　　男…26,658 人 （8）

　　　　　女…30,031 人 （11）
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【
こ
じ
か
ク
ラ
ブ☎

68
・
０
０
５
５
】

●
日
時
お
よ
び
内
容　

①
４
日

（水
）
親
子
リ
ト
ミ
ッ
ク

②
11
日

（水
）
親
子
ダ
ン
ス

③
18
日

（水
）
親
子
体
操

④
25
日

（水
）
親
子
リ
ト
ミ
ッ
ク

●
場
所　

桜
山
保
育
園

●
参
加
費　

無
料

※
火
・
木
曜
日
は
自
由
活
動
日

【
な
か
よ
し
ひ
ろ
ば

☎
62
・
０
７
４
９
】

●
日
時
お
よ
び
内
容　

①
９
日

（月
）
ソ
フ
ト
エ
ア
ロ
ビ

②
16
日

（月
）
リ
ズ
ム
遊
び

③
24
日

（火
）
親
子
体
操

④
30
日

（月
）
造
形
遊
び

午
前
10
時
～
午
後
３
時

●
場
所　

な
か
よ
し
保
育
園

●
参
加
費　

無
料

※
火
・
木
曜
日
、
４
日

（
水
）、

25
日

（水
）
は
自
由
活
動
日

【
カ
ン
ガ
ル
ー
ポ
ケ
ッ
ト

☎
65
・
８
６
５
５
】

●
日
時
お
よ
び
内
容　

①
４
日

（水
）
英
語
あ
そ
び

②
10
日

（火
）
カ
ー
ド
遊
び

③
17
日

（火
）
音
楽
遊
び

④
24
日

（火
）
体
育
遊
び

午
前
10
時
～
午
後
３
時

●
場
所　

カ
ン
ガ
ル
ー
ハ
ウ
ス

●
参
加
費　

無
料

※
水
・
木
曜
日
、
６
日

（
金
）

は
自
由
活
動
日

★
各
ひ
ろ
ば
は
月
～
金
、
園
庭
開

放
・
電
話
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

★
土
・
日
曜
、
祝
日
は
休
園
で
す
。

地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
11
月
分
）

健
康
・
保
健

・
子
育
て

第
56
回
荒
尾
市
民
病
院
公
開

講
座

荒
尾
市
民
病
院

糖
尿
病
教
室　

瑞
鳳
会　

●
内
容　

「代
謝
内
科
医
か
ら
の
話
」

　

糖
尿
病
に
ま
つ
わ
る
話

　

講
師　

田
口
哲
也
先
生

●
日
時　

11
月
13
日

（
金
）
午

後
２
時
30
分
～
４
時

●
場
所　

市
民
病
院
健
康
管
理
セ
ン

タ
ー
（南
病
棟
２
階
人
間
ド
ッ
ク
室
）

●
参
加
費　

無
料

※
事
前
申
込
不
要　

[

問]

市
民
病
院
代
謝
・
内
分

泌
内
科
外
来　

☎
63
・
１
１
１
５

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
と
対
応

に
つ
い
て

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（季
節
性
）
は
、

例
年
12
月
～
３
月
に
か
け
て
流

行
し
、
特
に
高
齢
者
や
慢
性
疾

患
を
持
つ
人
で
重
症
化
す
る
こ

と
も
あ
る
病
気
で
す
。
今
回
は
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
基
本
的
な
知

識
と
予
防
、
か
か
っ
た
と
き
の
対

応
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。　

ま
た
、
現
在
流
行
し
て
い
る
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て
も
説

明
す
る
予
定
で
す
。

●
日
時　

11
月
10
日

（
火
）、
午

後
３
時
～
４
時
30
分

●
講
師　

研
修
医　

江
口
剛
人　

医
師

●
場
所　

市
民
病
院
健
康
管
理
セ
ン

タ
ー
（南
病
棟
２
階
栄
養
科
指
導
室
）

●
参
加
費　

無
料
※
事
前
申
込

不
要

[

問]
市
民
病
院
看
護
部
長
室

☎
63
・
１
１
１
５

（内
線
230
）

お
は
な
し
会
へ
ど
う
ぞ
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
11
月
分
）

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
パ
ネ

ル
シ
ア
タ
ー
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。
お
話
と
親
し
む
ひ
と
と
き

を
、
親
子
で
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

【
キ
ャ
ッ
チ
・
ハ
ー
ト
・
ブ
ッ
ク

お
は
な
し
会
（
キ
ッ
ズ
・
フ
レ
ン

ド
）】

●
６
日

（金
）　

午
前
11
時

場
所　

中
央
公
民
館
ロ
ビ
ー

「
天

使
の
館
」

【
ぐ
り
と
ぐ
ら
お
話
の
会
】

●
14
日

（土
）
午
後
２
時

場
所　

中
央
公
民
館
ロ
ビ
ー

「
天

使
の
館
」

【
乳
幼
児
の
た
め
の
お
は
な
し
会

（
ぐ
り
と
ぐ
ら
お
話
の
会
）
】

●
20
日

（金
）　

午
前
11
時

場
所　

み
ど
り
蒼
生
館

【
キ
ッ
ズ
・
フ
レ
ン
ド
の
お
は
な
し
会
】

●
21
日

（土
）　 

午
後
２
時

場
所　

中
央
公
民
館
ロ
ビ
ー

「
天

使
の
館
」

【
な
か
よ
し
ブ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
お
は

な
し
会
（
図
書
館
職
員
）
】

●
28
日

（土
）　

午
後
２
時

場
所　

中
央
公
民
館
ロ
ビ
ー

「
天

使
の
館
」

※
ど
の
お
は
な
し
会
も
参
加
無

料
。
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

市
立
図
書
館 

11
月
の
休
館
日

１
日

（第
一
日
曜
）、
３
日

（火
・

祝
）、
４
日

（水
）、
11
日

（水
）、

18
日

（水
）、
23
日

（月
・
祝
）、

25
日

（水
）。

　

日
曜
日
は
第
1
日
曜
日
以
外

は
開
館
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
！

[

問]

市
立
図
書
館

☎
63
・
２
３
７
９　

モシモシ健康情報
☎ 096-385-3300

●●熊本県保険医協会●●

11 月

▽月曜  新型インフルエンザとはどんな病気か
▽火曜  ノロウイルス感染症
▽水曜  新型インフルエンザによる子どもの脳症
▽木曜  歯列矯正における抜歯について
▽金曜  前立腺がん
▽土・日曜  性について知ることは当た
り前のこと - 性のこと考えようシリーズ -

※テーマは変更になることがあります。



18広報あらお  Ｈ 21.11.1

　

県
で
は
、
被
爆
二
世
の
人
を
対

象
に
健
康
診
断
を
実
施
し
ま
す
。

申
込
期
限
ま
で
に
所
管
の
保
健

所
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
対
象　

実
父
・
実
母
の
ど
ち
ら

か
が
被
爆
者
で
あ
る
人
で
、
健

康
に
不
安
を
お
持
ち
の
人

●
受
診
料　

無
料

●
日
時　

11
月
19
日

（木
）

●
受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
～

９
時
30
分

●
実
施
場
所　

玉
名
中
央
病
院

●
申
込
期
限　

11
月
12
日

（木
）

●
主
な
内
容　

①
視
診
、
問
診
、

聴
診
お
よ
び
触
診
に
よ
る
検
査　

②
血
液
検
査

（
医
師
が
必
要
と

認
め
た
人
）　

③
尿
検
査　

④
血

圧
測
定　

⑤
肝
臓
機
能
検
査

●
そ
の
他　

検
査
の
結
果
、
治
療

が
必
要
と
な
っ
た
場
合
で
も
、
医

療
費
の
助
成
な
ど
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

[

申]

有

明

保

健

所
☎
72
・

２
１
８
４

[

問]

県
健
康
づ
く
り
推
進
課
疾

病
対
策
班
☎
096
・
333
・
２
２
１
０

被
爆
二
世
健
康
診
断
を
実
施

し
ま
す

大腸がん検診を受けましょう
　「大腸がん検診」 とは、 大腸の病気をみつけるために便を提出していただき、 潜血反応をみるものです。

すでに申込みをされた人には、 受診票と検査容器などの一式を郵送していますので、 11 月中に検査機関へ直接郵送

してください。 申込みをされていない人は、 保健センターへ検査容器を取りにお越しください。

●対象　市内居住の 40 歳以上の人 （昭和 45 年 4 月 1 日以前に生まれた人）

●検診期間　11 月 1 日 （日） ～ 30 日 （月）

●自己負担金

自己負担金 証明 （確認） 書類

一般
500 円
※支払い方法は郵便振替のみです

70 歳以上の人 無料 不要 （生年月日で確認します）

市民税非課税世帯の人 無料
検診受診料金減額書 【保健センターで発行】
※発行時、 世帯人数分の印鑑が必要

生活保護世帯の人 無料 保護証明書 【福祉課で発行】

※申込みした人は、 必ず検便を提出してください。 提出方法は郵送のみです。 保健センターでの検便の受け取りは

行いません。

※受けられない場合は、 検査容器は保健センターへお返しください。

※ 12 月以降に郵送された検便の受付はできません。 検診期間中の提出をお願いします。

[ 問 ] 保健センター☎ 63-1133

　

音
楽
を
聴
き
な
が
ら
楽
し
く
歩

く
こ
と
で
、
集
中
力
が
高
ま
り
生

活
習
慣
病
の
予
防
や
筋
肉
の
強
化

な
ど
、
体
に
良
い
相
乗
効
果
が
得

ら
れ
ま
す
。

●
日
時　

11
月
3
日

（
火
・
祝
）、

17
日

（火
）
午
後
7
時
～

（準
備

運
動
な
ど
を
含
め
約
1
時
間
程
度
）

●
場
所　

運
動
公
園
内

「
元
気
ロ

ー
ド｣

●
対
象　

ど
な
た
で
も

●
参
加
費　

無
料

［
問
］
２
０
３
０
あ
ら
お
有
明
優

都
戦
略
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
部
会

事
務
局　

社
会
教
育
課
☎
63
・

１
６
８
１
、
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
63
・

１
１
３
３

ビ
ー
ト
・
コ
ア
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

（
11
月
）

障
が
い
者
定
期
相
談
会

（11
月
）

　

身
体
・
知
的
・
精
神
な
ど
に
障

が
い
の
あ
る
人
や
、
そ
の
家
族
が

抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
、
困
り

ご
と
に
つ
い
て
の
相
談
に
応
じ
、
必

要
な
情
報
の
提
供
お
よ
び
助
言
、

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
支
援
、

就
労
支
援
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

生
活
の
中
で
、
困
っ
て
い
る
こ
と

や
心
配
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
秘

密
は
厳
守
し
ま
す
。

●
日
時　

11
月
18
日

（水
）

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

●
場
所　

玉
東
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

［問
］
福
祉
課
☎
63
・
１
４
０
６

少年指導センター
ヤングテレホンあらお

☎ 66-2214
★青少年・保護者・市民の皆さんの

悩み相談にアドバイスや支援をします★

 ●相談時間

    月～金曜 （祝日を除く）
    午前 9 時～午後 5 時まで
 ●秘密は守ります。

    気軽にご相談ください。
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●平成 22 年度 保育所入所申し込みの受付を開始します●
　平成 22年度 （年度途中入所を含む） の保育所入所申込を次のとおり受け付けます。 福祉課子育て支援係もしくは

市内各保育所に準備している 「入所申込書」 によりお申し込みください。

●申込期間　11 月 16 日 （月） ～ 12 月 18 日 （金） （期限後の申し込みは欠員補充分として取り扱います）

●入所基準　次の①～⑦の事情で、 乳児や幼児を保育することができない場合 （祖父母など、 父母以外の世帯員

も保育することができない場合です）

　①居宅外で労働することを常態としている。

　②居宅内で乳幼児と離れて日常生活の家事以外の労働をすることを常態としている。

　③出産の前後 2 カ月間。

　④病気している。 負傷している。 精神や身体に障害がある。

　⑤長期にわたり病気の状態にある、 あるいは精神や身体に障害がある同居の親族を常時介護している。

　⑥震災、 風水害、 火災そのほか災害の復旧に当たっている。

　⑦市長が認める①～⑥に類する状態にある。

●申込方法　福祉課もしくは保育所で 「入所申込書」 および 「家庭状況申告書」 をもらい、 記入後、 第一希望の保育

所へ提出してください （市外保育所への入所希望の場合は、 福祉課⑪ ‐ 1 の窓口）。 なお、 新規申込者については後

日面接を行います。

●添付書類　平成 21 年分の源泉徴収票や確定申告書などの写し （発行されしだい、 後日提出してください） なお、 平

成 21 年 1 月 2 日以降、本市に転入した人は、前住所地の平成 21 年度（20 年分）市町村民税の課税証明書が必要です。

その他、 家庭状況により、 雇用証明書、 診断書などが必要になる場合があります。

[ 問 ] 福祉課子育て支援係☎ 63-1417

【別表　市内の保育所と定員】（平成 21 年 10 月現在）

保育所 （園） 名 所在地 ・ 電話番号 定員
開所時間※延長保育を含む

（日 ・ 祝日を除く）
受入れる乳児の時期

万田保育園 （公立） 倉懸中 ・☎ 62-0597 85 人 午前 7 時～午後 7 時

おおむね生後 4 カ月
から
（産休などを取って
いる人は休暇明けか
ら）

清里保育園 （公立） 牛水中 ・☎ 68-4123 55 人 午前 7 時～午後 7 時
なかよし保育園 （私立） 日の出町 ・☎ 62-0749 170 人 午前 7 時～午後 7 時
シオン園保育所 （私立） 中央北 ・☎ 62-0853 120 人 午前 7 時～午後 7 時

桜山保育園 （私立） 桜山町 ・☎ 68-0055 170 人 午前 7 時～午後 7 時
野原保育園 （私立） 今寺 ・☎ 68-2623 140 人 午前 7 時～午後 7 時

本井手みのり保育園 （私立） 田倉 ・☎ 66-0694 120 人 午前 7 時～午後 7 時
中央保育園 （私立） 一紡 ・☎ 64-1086 100 人 午前 7 時～午後 7 時

カンガルー保育園 （私立） 緑ケ丘 ・☎ 65-8655 120 人 午前 7 時～午後 7 時

＜東屋形＞残り 1 区画　好評分譲中！
　東屋形地区は、 市内中心部に位置し、 病院、 学校など生活

環境はもとより、 ホタルの里づくりをはじめ、 自然と共生に積極的

に取り組むなど、 将来性豊かな新しい住宅地です。

　ぜひ一度、 現地をご覧ください。

　午前 9 時から午後 5 時まで、 現地事務所で皆様のお越しをお

待ちしています。

●分譲地の概要

【住宅用地】　1 区画 （74.13 坪）

【分譲面積 ・ 価格】　面積…245.06 ㎡　　価格…740 万円

※売買代金の納入、 土地の引き渡し、 所有権移転の登記、 そ

の他質問事項は東屋形土地区画整理組合へお尋ねください。

[ 申・問 ] 東屋形土地区画整理組合管理事務所

〒 864-0042　荒尾市東屋形 2 丁目９番地 12

☎・FAX62-0923

受付時間　午前９時～午後 5 時 （定休日 ： 水曜日）
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あらお環境フェスタ 2009
" 豊かな環境を次世代に "

～人と地球にやさしい暮らしをつづけよう～

●場所　文化センター小ホールほか

●日時　11 月 29 日 （日） 午前 10 時～午後 5 時

　[ 朝 ] 開場…午前 10 時～　歌 ・ 楽器演奏、 展示、 体験　など

　[ 昼 ] 開会式典…12 時 30 分～、　子ども環境体験学習　など。 閉会式典…午後 5 時

●内容

　【学ぶ】展示 ： 地域の元気づくり活動での環境配慮行動、 荒尾海岸に飛来する野鳥写真、 花いっぱい運動写真、 菜の

花プロジェクト、 環境啓発パネル ・ 映像、 地域企業の環境配慮行動、 エコカー展示、 環境に関する児童ポスター　ほか

　【体験】（事前申込） みらいの学校 （九州電力出前授業）、 野鳥の巣箱作り

　　　　　（当日参加） 新聞紙コサージュ作り、 新聞紙エコバッグ作り、 ダンボールコンポスト相談 ・ 展示、 環境クイズ　ほか

　【楽しむ】環境の試食…からいも天ぷら （菜の花プロジェクトの油で揚げたもの）、 人の交流…フリーマーケット、 歌 ・ 楽

器演奏　ほか、 環境物販売…廃油キャンドル、 ダンボールコンポスト、 食品バザー…焼きそば、 パン　ほか

小岱工芸館まつり

●日時　11 月 15 日 （日） 午前 10

時～午後 4 時

●場所　小岱工芸館

●内容

【作品展示コーナー】

陶芸教室受講生作品 ・ 山野草 ・ 葦

ペン画 ・ 絵手紙 ・ 写真 ・ 竹工芸

【体験コーナー （一部有料）】

・ 絵手紙…午前 10 時より随時受付

・ お茶会…午前 10 時～午後 2 時

・ 山野草寄せ植え　

　午前 11 時～　苔玉づくり

　正午～　小山飾り

　午後 1 時～　魔法の鉢づくり

その他 （お楽しみに！）

【販売コーナー】

　山野草苗 ・ 手作り品 ・ フリーマー

ケット

【遊びのコーナー】

　ヨーヨー釣り ・ スーパーボールくじ　

など

[ 問 ] 小岱工芸館☎ 68-7400

普段の生活を見直し、 長く継続して行え

る環境と共生する方法を学び ・ 体験し、

未来を考えるイベントを開催します。

第 36 回

荒尾市小岱松保存会盆栽展

●日時　11 月 6 日（金）～ 8 日（日）、

午前 9 時～午後 5 時 （最終日は午

後 4 時まで）

●場所　文化センター　アートフォー

ラム

「小岱松」保存木の古葉摘み

と盆栽手入れ講習会

●日時　11 月 27 日 （金）、 午前 9

時～午後 1 時 （雨天の場合は翌日

に延期）

●場所　文化センター玄関前

庭木の手入れ方法、 盆栽の管理が

分からない人は、 盆栽などをお持ち

ください。

小岱松保存会会員募集

●年会費　500 円

　年 2 回の講習会 ・ 研修会などを通

じ、 市木 「小岱松」 の継承 ・ 保存

に寄与しています。

　詳しくはお問い合わせください。

［問 ] 小岱松保存会事務局　浜崎隆

義 ☎ 66-3812

第４回むつごろう・ペタンク

大会　参加者募集！

　気軽なスポーツで、 健康のため爽

快な汗をかいてみませんか？

●日時　11 月 29 日 （日）、 午前 8

時 30 分受付、 午前 9 時開会、 午前

9 時 30 分競技開始

●会場　運動公園　多目的広場

※雨天時は中止します。

●競技種目　ペタンク

※１チーム　3 ～ 4 人 （監督、 選手

含む）。 競技は 3 人で行います。

●参加資格　原則として荒尾市在住

の人または市内に勤務されている人

●参加料　1 人 200 円（保険料含む）

※参加申し込みは、 原則チーム （3

～ 4 人） で行ってください。 個人で

の申し込みも可。

※参加料は当日徴収します。

●申し込み締め切り　11 月 12 日

（木） 午後 5 時まで

●主催　市体育指導委員協議会

[ 申・問 ] 社会体育課☎ 62-5163

★アンケート提出などで先着

100 人に記念品を贈呈！

★子ども科学館も無料開放！

「体験」野鳥の巣箱作り　募集！

　先着 20 組（小学生 4 ～ 6 年生と大人）、持参するもの…のこぎり、ハンマー、

　メジャーまたは 50cm 以上のものさし / 申し込み締め切り…11 月 20 日（金）

[ 申・問 ] エコパートナーあらお市民会議事務局　環境保全課☎ 63-1386　[ フリーマーケット出店申 ] 文化センター☎ 66-4111
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～わたしたちの山、 小岱山の紅葉をゆっ

くり見て楽しんで～

第 5 回　紅葉狩りウォーク

開催

　府本校区いきいき小岱会では、 小

岱山の持つ魅力を市内外に PR し、

誇れる、 また自慢できる府本として

地域の活性化を目指しています。

　小岱山林道沿いに、 平成 11 年度

から府本地域安全パトロール隊や小

岱山を愛する人々の手により、 植樹

されたモミジ約 800 本がちょうど見頃

の時期です。 ウォーキングをしなが

ら小岱山の自然と空気を楽しみまし

ょう。

●日時　11 月 22 日（日）【小雨決行】

午前 9 時 30 分集合、 10 時出発

●場所　小岱山林道沿い一帯。 市

営駐車場スタート、 ゴール

●集合場所　小岱山府本登山口　

市営駐車場

※駐車場に限りがありますので、 乗

り合わせてお越しください。

●内 容　駐車場から小岱山林道の

紅葉を見ながらウォーキングをし、

不戦の森、 観音寺で折り返し、 駐車

場で昼食後、 解散します。 約 5km。

豚汁やおにぎり （いずれも 100 円

､150 人限定）、 校区の物産の販売

があります。 ※弁当、 水筒は各自で

ご用意ください。

●参加費　無料

[ 問 ] 府本校区いきいき小岱会　村

上☎ 68-5686、 門田☎ 68-4649、 末

安☎ 68-0058

つくってたべるおはなし会に

参加しませんか！

　絵本に出てくるたべものを、 みんな

でつくってみませんか。 つくったもの

をたべながらおはなしをきいたら、 絵

本の世界がもっともっと広がるかも！

●テーマ絵本　「おいもをどうぞ！」

（ 柴野  民三 ・ 作 ）

おいしいスイートポテカボチャをつくり

ます。 みんなでなかよく食べましょう。

　親子での参加、 子どもたちだけで

の参加、どちらもお待ちしております。

おはなし会のみの参加もできます（お

はなし会のみの参加は申し込み不要

で無料です）。

●日時　11 月 15 日 （日）

【調理】 午後１時～ 2 時 30 分

【おはなし会】 午後 2 時 30 分～ 3 時

●場所　中央公民館 調理室 ・ Ｃ室

●参加費　１人 200 円

●定員　30 人程度 （保護者含む）

[ 問・申 ] 市立図書館☎ 63-2379

ふれあいロビーコンサート開催！

　つくってたべるおはなし会のあとに

ミニコンサートを行います。 今回は、

地元で活躍中のジャズピアニストの

ソロ演奏です。

●日時　11 月 15 日 （日） 午後 3 時

30 分～

●場所　中央公民館 ロビー

●演奏者　杉谷 耕治 （ピアノ ソロ）

●参加費　無料

荒尾市社会福祉事業団「秋の

感謝祭」ボランティア募集

　「秋の感謝祭」 イベント （売り場）

の補助者を募集します

●日時　11 月 21 日 （土） または 22

日 （日） 午前 9 時 30 分～午後 3 時

●場所　福祉村荒尾市社会福祉事

業団内グラウンド（増永 2452 番地 2）

※昼食は準備します

●申込期限　11 月 13 日 （金） まで

にお電話でご連絡ください。

[ 申・問 ] 市社会福祉事業団

☎ 62-7931

霞が関ナレッジスクエアと連携し

た講座が荒尾で受講できます！
－東京 ・ 荒尾 ・ 千葉 ・ 山梨 ・ 京都を結んで－

平成 21 年度文部科学省 「優れた社
会教育重点推進プラン」 委託事業
たおやかコンソーシアム 2009

「スウェーデンに学ぶ高齢者

の自立講座 第４回（最終回）」

　講師は 3 年にわたり、 スウェーデ

ンと日本を往復、 一つの地方都市に

分け入り、 社会づくりをマネジメント

の視点で克明に取材。

　その都市が、 医療より社会政策で

高齢者を元気にした具体的な事例を

紹介します。

　健康に老いる秘訣を学びましょう！

●日時　第 4 回　11 月 12 日 （木）

午後 6 時 30 分～ 8 時 （第 1 回～ 3

回は盛況の内に終了しました）

●会場　中央公民館視聴覚室 （配

信会場）

●講師　藤原 瑠美 氏 （ホスピタリテ

ィ☆プラネット主宰）

●受講料　無料　　●定員　50 人

[ 申・問 ] 中央公民館☎ 62-0051

［有
料
広
告
］
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熊本矯正展を開催します

　「社会を明るくする運動」 の一環と

して、 刑事施設および少年施設の作

業状況と教育活動を広報し、 刑務作

業の成果である刑務所作業製品を

展示販売します。

●日時　11 月 14 日（土）、15 日（日）、

午前 9 時～午後 4 時 （15 日は午後

3 時まで）

●場所　熊本刑務所 （熊本市渡鹿 7

丁目 12-1）

●内容　①刑務所内見学　②矯正広

報パネルの展示　③上映会 「二つの

心」 「心の旅路」　④共同室の展示

⑤受刑者の衣類 ・ 日用品の展示　

⑥人吉農芸学院生徒の作品などの

展示 （絵画の展示、 職業補導製品

の野菜の販売）　⑦コンピューターに

よる性格診断と教育相談　⑧刑務所

作業製品の販売　など

●その他　バザーやアトラクションな

ど予定しています

●主催　熊本刑務所 ・ 熊本少年鑑

別所

[ 問 ] 熊本刑務所☎ 096-362-3513

当日の連絡先（代表）☎096-364-3165

第 6回　あらお凧あげ大会

　二小校区の 「地域元気づくり事業」 です。 広い競馬場で手作り

の凧を揚げ、 子ども達に手作りの楽しみを知ってもらい、 地域の皆

さんの親睦 ・ 交流を深めることを目的に開催します。

●日時　11 月 29 日 （日）、 午前 9 時 30 分～午後 3 時 30 分

●場所　荒尾競馬場　　　●入場　無料

●内容

【凧あげ】 午後 1 時 30 分～ 3 時 （受付 : 午前 9 時～） / 場内グラ

ウンドで

【開会式】 午前 11 時 45 分～午後 1 時 15 分 / 屋外スタンドで

※園児による鼓笛隊やお遊戯、 さのよい踊りなどのアトラクションも

予定

【フリーマーケット】 午前 10 時～午後 3 時 / 屋外スタンドで

★出店者募集！　出店料 :1,000 円、 募集区画 :50 区画 （1 区画

:3m × 4m）、 申し込み方法 ： 住所 ・ 氏名 ・ 電話番号を記入の

上、 はがきまたはＦＡＸでご応募ください。 [ 申 ・ 問 ] 浦田征一　〒

864-0052　荒尾市四ツ山町 3-2-21　☎ ・ ＦＡＸ 62-1349

※雨天時は凧あげのみ、 12 月 6 日 （日） 荒尾競馬場で行います。

[ 問 ] 二小元気会　上村☎ 090-3194-6110、 本堀☎ 090-1194-8872

日程（11 月） 時間 （受付時間） 場　　所

21 日 （土）
①午前 10 時～ （午前 9 時） 二中多目的

ホール②午後 1 時～ （正午）

22 日 （日）
①午前 10 時～ （午前 9 時） 文化センター

会議室 1、 2②午後 1 時～ （正午）

29 日 （日） 午前 9 時 30 分～（午前 9 時） 競馬場 4 階

「凧作り教室」
自分オリジナルの凧を作ってみませんか？
●材料費　300 円 （1 人 1 個）　●講師　有明凧の会

「本の交換会」を開催します

　読んでしまった本、 いらなくなった

本を交換しませんか？小説・実用書・

雑誌 ・ コミックなど。 市民の方々か

らの寄贈書も活用しています。

●日時　11 月 7 日 （土）、8 日 （日）、

午前 10 時～午後 3 時

●場所　中央公民館ロビー

●参加条件　一般市民 （荒尾市外

の人も可） ★交換する本をお持ちで

ない人もお好きな本をお持ち帰りでき

ます。

[ 問 ] 市立図書館☎ 63-2379

22 年度　大牟田医師会看護

専門学校看護学生募集！！

『准看護科』（修業年限 2 年間）

●定員　70 人

●試験日　12 月 19 日 ( 土 )

●受付　12 月 9 日（水）～ 17 日（木）

『看護科』（修業年限 3 年間）

●定員　50 人

●試験日　11 月 28 日 ( 土 )

●受付　11月19日（木）～26日（木）

[ 問 ] 大牟田医師会看護専門学校

大牟田市不知火町 3 丁目 104

☎ 0944-52-7698

ホームページ　http://www.dai-kan.com

昨年の凧作り（↑）と
凧あげ（←）のようす

※新型インフルエンザ流行のため、 二小 ・ 二中の
学級閉鎖状況により、 中止になる場合があります。

クッキング交流会に

参加しませんか！

　地元主婦とホームステイしている学

生をシェフに、 ドイツ料理、 タイ料理、

フィリピン料理などをいっしょに作り、

美味しい時間をともに過ごしません

か？異国料理を一緒に作ってみたい

人、 異国の味を楽しみたい人など、

多くの参加をお待ちしています。

●日時　11 月 29 日 （日）、 午前 10

時～午後 2 時

●場所　中央公民館調理室

●会費　会員無料。 一般の人は材

料費として 500 円。

※クッキング希望の人はエプロンと三

角巾 （ハンカチ可） をご用意ください。

[ 申・問 ] ありあけ国際交流協会

沢村☎ 64-1551
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「女性のための就業能力向上

支援セミナー」

を開催します

　文部科学省の委託事業 （専修学

校を活用した就業能力向上支援事

業） 「子育て～新たなチャレンジ支援

事業」 として女性の支援を行います。

　受講料も無料で、 内容も充実した

プログラムです。

●受講期間　12 月 1 日～平成 22

年 3 月 1 日までの毎週月・火・金曜、

午前 9 時 30 分～午後 12 時 30 分

●開催場所　学校法人松本学園　

日本総合教育専門学校

●定員　20 人 （応募多数の場合、

選考により受講者を決定）

●対象　子育てや介護などにより一

時的離職していて再就職したい女性

で、 全日程出席できる人

●参加　無料　※託児があります （1

歳～就学前）

●内容　ＩＴスキル （基本的なパソコ

ン操作から応用技能まで。 Word ・

Excel 3 級資格取得可能）、 ビジネス

スキル （職業人、 社会人としての知

識 ・ ビジネスマナーなど）、 キャリア

プランニング （キャリアとは何か～、

自分を知り、行動計画の基本を習得。

個別にカウンセリングを実施）、 イン

ターンシップ （自分の専攻に関する

企業に体験就業を実施。 実習訓練

期間 ： 2 日間）

●申込期限　11 月 20 日 （金）

※詳しくはお問い合わせください。

[ 申・問 ] 学校法人　松本学園　日

本総合教育専門学校

〒 865-8550　玉名市中 4 番地

☎ 72-2375、 ＦＡＸ 74-4151

介護員技術講習会（介護員2級）

●講習期間　平成 22 年 1 月中旬～ 3

月中旬

●申込受付日　平成 21 年 12 月 15 日

（火） ・ 16 日 （水）　午前 10 時～午後

3 時

●受付会場　くまもと県民交流館パレア

●講習会場　未定 （熊本市内）

●定員　20 人

●講習内容　介護員養成研修 2 級課

程　ビジネスマナー

●受講料　無料 （教材費 ・ 保険料とし

て 15,000 円程度自己負担）

パソコン技術講習会（表計算 3 級）

●講習期間　平成 22 年 1 月 21 日（木）

～ 2 月 19 日 （金）

●申込受付日　12 月 1 日 （火） ・ 2 日

（水）　午前 10 時～午後 3 時

●受付・講習会場　くまもと県民交流

館パレア

●定員　20 人

●講習内容　パソコン基礎 ・ Excel 基

礎 ・ 応用 ・ 表計算試験対策 ・ ビジネ

スマナー

●受講料　無料 （教材費 ・ 検定料とし

て 12,000 円程度自己負担）

●申込条件　①～⑥の条件を全て満たす人

①就職を希望し、受講終了後すぐに仕事に就きたい人　②雇用保険受給対象 （待

機中も含む） ではない　③全日程に遅刻 ・ 早退 ・ 欠席なく出席できる　④熊本県

内に住んでいる　⑤現在学生ではない　⑥過去に同一内容の当センターの講習

会を受講していない

※②の条件を満たさない場合でもお申込はできますが、 条件を全て満たした人

が優先されます。

※以下に当てはまる人はお申し込みできません。

・ この講習会で取得できる （同等の） 資格を持っている人 ・ 前年度および今年

度当センターの講習会を受講した人 ・ 就職が内定している人

[ 問 ] くまもと県民交流館　しごと相談 ・ 支援センター　熊本市手取本町 8-9　テト

リアくまもとビル 9 階　　☎ 096-355-4309

ホームページ　http://www.parea.pref.kumamoto.jp/sigotosien/

大
牟
田
高
等
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術
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門
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練
生
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集

●
訓
練
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間　

平
成
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年
１
月
５
日
（
火
）

～
３
月
29
日

（
月
）
の
３
カ
月
間

●
募
集
科
目　

パ
ソ
コ
ン
初
級
科

（
前
期
）

●
定
員　

15
人

●
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格　
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受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人
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月
３
日

（
木
）
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火
）
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料
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す
）

[

申
・
問]

玉
名
公
共
職
業
安
定
所

☎
72

・
８
６
０
９

福
岡
県
立
大
牟
田
高
等
技
術
専
門
校

大
牟
田
市
大
字
歴
木
475

☎
０
９
４
４
・
54

・
０
３
２
０

第
23
回
大
川
木
の
香
マ
ラ
ソ

ン
大
会　

参
加
者
募
集
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流
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賀
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デ
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！

▼
期
日　

平
成
22
年
２
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３
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円

▼
申
込
締
切　

平
成
22
年
１
月
29

日

（
金
）

[

問]

大
川
市
生
涯
学
習
課

☎
０
９
４
４
・
87

・
２
１
０
１
内
線
333

こ
こ
ろ
ピ
ア
「
た
た
ら
製
鉄
」

　

映
画

「
も
の
の
け
姫
」
で
も
お
な
じ

み
の
「
た
た
ら
製
鉄
」
に
挑
戦
し
ま
す
。

砂
鉄
か
ら
鉄
の
か
た
ま
り
が
で
き
る

不
思
議
を
体
験
し
て
み
よ
う
。

▼
日
時　

11
月
15
日

（
日
）
午
前
５

時
～
午
後
５
時

（
予
定
）

▼
会
場　

玉
名
市
立
歴
史
博
物
館
こ

こ
ろ
ピ
ア

▼
講
師　

松
永
源
六
郎

（
刀
匠
）

[

問]

玉
名
市
立
歴
史
博
物
館
こ
こ
ろ
ピ
ア

☎
０
９
６
８
・
７
４
・
３
９
８
９

ち
ょ
っ
と
足
を
の
ば
し
て

荒
玉
か
わ
ら
版
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平日夜間小児救急診療当番医月別実施表  11 月

［問］ 平日…有明地域広域消防本部 （有明地域医療情報センター内） ☎ 73-5271 または

荒尾市保健センター☎ 63-1133　　　土 ・ 日曜 ・祝日…市役所☎ 63-1111

※やむを得ない事情により変更になることがあります。 当該医療機関をお確かめのうえ受診してください。

休日当番医日程表
日 曜

◎ 外科系
（診療 ：午前 9時～午後 5時）

◎　内科系
（診療 ：午前 9時～午後 5時）

◎歯科
（診療 ：午前 10時～午後 4時）

1 日
緑ケ丘クリニック☎ 64-8007
緑ケ丘 2丁目 4-3　

荒尾駅前クリニック☎ 64-1895
大正町 1丁目 2-3 高森ビル 4階

北野歯科医院☎ 68-0190
野原 47-3 （野原）

3 火 ・ 祝
北野外科医院☎ 62-5901
四ツ山町 2丁目 2-10

ひらやま医院☎ 62-0665
増永 2800-6 （新生西）

原口歯科医院☎ 62-0011
日の出町 1-4

8 日
西原クリニック☎ 62-0622
西原町 1丁目 4-24

さとう総合内科クリニック
☎ 62-1273
荒尾 813-1 （上小路）

ふじもと歯科医院☎ 68-3755
野原 1277-1 （野原）

15 日
多田隈整形外科医院
☎ 62-0813
宮内出目 691 （大平町 1丁目）

こどもクリニック友枝☎ 65-8181
荒尾 4160-256 （向陽台）

薪歯科医院☎ 62-0100
大島町 3丁目 5-27

22 日
西原クリニック☎ 62-0622
西原町 1丁目 4-24

松山医院☎ 62-0418
原万田 462 （松葉）

蔵本歯科医院☎ 62-0772
大正町 1丁目 2-24

23 月 ・ 祝
高橋整形外科医院
☎ 64-1311
原万田 815-2 （原）

高橋医院☎ 68-0035
野原 115-1 （野原南）

圭介歯科 ・矯正歯科
☎ 62-1822
原万田 615-6 （原）

29 日
西整形外科医院
☎ 68-2511
蔵満 1859-1 （桜山町 1丁目）

あだち内科胃腸科クリニック
☎ 65-8500
本井手 1558-95 （岱洋中）

吉田歯科医院☎ 62-0412
大正町 1丁目 5-14

※午後 5時以降は荒尾市民病院救急外来へ！

日 曜 施設名　住所　電話
2 月 こどもクリニック友枝 向陽台 ☎ 65 ‐ 8181
4 水 荒尾市民病院 （西芳徳） 本村 ☎ 63 ‐ 1115
5 木 荒尾市民病院 （佐藤章） 本村 ☎ 63 ‐ 1115
6 金 荒尾市民病院 （牛島健一郎） 本村 ☎ 63 ‐ 1115
9 月 こどもクリニック友枝 向陽台 ☎ 65 ‐ 8181
10 火 荒尾市民病院 （足達正昌） 本村 ☎ 63 ‐ 1115
11 水 荒尾市民病院 （西芳徳） 本村 ☎ 63 ‐ 1115
12 木 荒尾市民病院 （坂田譲） 本村 ☎ 63 ‐ 1115
13 金 荒尾市民病院 （田中健） 本村 ☎ 63 ‐ 1115
16 月 こどもクリニック友枝 向陽台 ☎ 65 ‐ 8181
17 火 荒尾市民病院 （松山公明） 本村 ☎ 63 ‐ 1115
18 水 荒尾市民病院 （西芳徳） 本村 ☎ 63 ‐ 1115
19 木 荒尾市民病院 （牛島健一郎） 本村 ☎ 63 ‐ 1115
20 金 田宮医院 大島町 ☎ 62 ‐ 0017
24 火 荒尾市民病院 （伊藤隆康） 本村 ☎ 63 ‐ 1115
25 水 荒尾市民病院 （西芳徳） 本村 ☎ 63 ‐ 1115
26 木 こどもクリニック友枝 向陽台 ☎ 65 ‐ 8181
27 金 荒尾市民病院 （足達照之） 本村 ☎ 63 ‐ 1115
30 月 荒尾市民病院 （本里雄一） 本村 ☎ 63 ‐ 1115

※土曜についてはお問い合わせください

診療時間帯 ：午後 7時から午後 10時
［問］ 荒尾市医師会☎ 62-0072 （昼間）

荒尾市保健センター☎ 63-1133 （昼間）

市役所☎ 63-1111 （夜間）

※やむを得ない事情により変更になることが

あります。 当該医療機関をお確かめのうえ受

診してください。

【小児救急電話相談 （熊本県）】

時間　午後 7時～午前 0時

☎県内統一　♯ 8000 または

☎ 096-364-9999

調剤薬局
　薬剤師会会営　かめしま薬局　市民病院前　☎ 69-1175
　※毎日営業 （営業時間 ：午前 8時 30 分～午後 5時 30 分）
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惇

当番医、サークル・クラブ、荒尾けいば

11
月
の
開
催
予
定

荒
尾
け
い
ば

１
（日）

佐賀場外発売
GⅠ天皇賞

11
（水）

笠松場外発売
川崎リレーナイター

21
（土）

佐賀場外発売

２
（月）

水沢場外発売
大井リレーナイター

12
（木）

荒尾開催
川崎リレーナイター

22
（日）

佐賀場外発売
GⅠマイルチャンピオンシップ

３
（火）

荒尾開催
JBC スプリント･クラシック

13
（金）

笠松場外発売
川崎リレーナイター

23
（月）

荒尾開催
兵庫ジュニアグランプリ

４
（水）

荒尾開催
大井リレーナイター

14
（土）

佐賀場外発売
24

（火）
金沢場外発売

５
（木）

名古屋場外発売
門別リレーナイター、
北海道 2歳優駿

15
（日）

佐賀場外発売
GⅠエリザベス女王杯

25
（水）

笠松場外発売
浦和記念

６
（金）

名古屋場外発売
大井リレーナイター

16
（月）

水沢場外発売
LJS（水沢ラウンド）

26
（木）

荒尾開催
LJS（荒尾ラウンド）

７
（土）

佐賀場外発売
17

（火）
金沢場外発売

27
（金）

笠松場外発売

８
（日）

佐賀場外発売
18

（水）
名古屋場外発売

28
（土）

佐賀場外発売

９
（月）

水沢場外発売
川崎リレーナイター

19
（木）

荒尾開催
29

（日）
佐賀場外発売
GⅠジャパンカップ

10
（火）

金沢場外発売
川崎リレーナイター

20
（金）

30
（月）

水沢場外発売

リサイクル事業収集実績

校区
平成 21年 9月分

量 （ｔ） 金額 （円）

一小 38.2 38,150

二小 41.4 40,136

三小 13.5 14,040

旧四小 9.9 9,623

中央 57.5 56,179

緑ケ丘 21.8 19,818

平井 19.5 18,923

府本 15.0 15,814

八幡 30.6 31,233

有明 16.4 14,698

清里 17.2 17,290

桜山 18.1 17,335

合計 299.1 293,239

［問］環境保全課　☎ 63-1370

日 曜 時間 サークル名 ・ 内容 （場所 ・ 対象 ・ 参加費 ・ 持ち物） など 問

4 水
10:15 ～

11:30

ゆりかご広場　親子でクッキング （サンドイッチ作り） / みやじま
幼稚園にて / エプロン持参 / 無料

みやじま幼稚園
☎ 62-6234

9 月
10:30 ～

12:00

あははベビー　お話会ほか / 花 STAGE にて /0 歳児対象 / 参
加費 100 円　/ 要予約　※詳しくは　http://ahaha-smile.jugem.jp/

吉田
☎ 090-3017-6551

9 月
13:00 ～

15:00

あははマタニティ　フラワーアレンジメントほか / 花 STAGE にて
/ 妊婦対象 / 参加費 1,200 円 （飲物付） / 要予約　※詳しくは　
http://ahaha-smile.jugem.jp/

吉田
☎ 090-3017-6551

11 水 11:00 ～

バレエストレッチサークル　育児ママ応援さーくる LesAnges（レザンジェ）
　スタジオ アンシャンテ （菰屋北） にて /4 歳以下の子どものい
るママ / 無料 （託児実費）　※月 1 回実施

武市
☎ 080-3373-2821

11 水
10:15 ～

11:30

ゆりかご広場　親子がもっと仲良しになれるふれあいあそび！
/ みやじま幼稚園にて / 無料

みやじま幼稚園
☎ 62-6234

13 金
10:00 ～

12:00

育児サークルミルキークラブ　「寒さに負けない体力づくり」 / エ
ポック ・ 荒尾 2 階和室にて / 参加費 100 円 （予約不要）

岡田
☎ 090-9470-0000

14 土
9:45 ～

11:30

わくわくランド　「楽器あそび」 / 小鳩幼稚園にて / 手拭タオル ・
お茶持参／無料※準備がありますので、 11 月 12 日 （木） までに
ご連絡ください

小鳩幼稚園
☎ 68-1104

16 月 10:30 ～

子育てサークルバンビ　10 月はインターナショナル！ 「トンガって
どんな国？」 ゲスト : 吉田千晴 （元青年海外協力隊　トンガ派遣）
/ 桜山保育園こじかひろばにて / 無料

吉田
☎ 090-3787-60061

17 火
10:30 ～

12:00

母と子のサロン　ラクテア　助産師主催、 発達を促すベビーマッ
サージ / 保健センター 2 階会議室にて / 生後 2 カ月～ハイハイ頃、
定員 15 人 / オイル代のみ 500 円

古賀
☎ 090-8391-7487
mw.hitomi.oggi@ezweb.
ne.jp

18 水 11:00 ～

ママとバレエ　レザンジェ★ミニ　　スタジオ アンシャンテ （菰
屋北） にて /0 歳～ 4 歳児とママ / 子どもの人数にかかわらず 1
回 500 円　※月 1 回実施

岩田
☎ 090-1163-2976

25 水
10:15 ～

11:30

ゆりかご広場　親子で凧揚げしましょう / みやじま幼稚園にて
/ 無料

みやじま幼稚園
☎ 62-6234

28 土 10:30 ～

子育てサークルあはは　YOGA （YOGA マット持参） / 中央公民
館体育室にて / 参加費 1,000 円　　※詳しくは　http://ahaha-smile.
jugem.jp/

吉田
☎ 090-3017-6551

30 月 10:30 ～

子育てサークルあはは　木のおもちゃで遊ぼう / 中央公民館和
室にて / 参加費 300 円 / 希望者は昼食持参　/ 要予約　※詳しく
は　http://ahaha-smile.jugem.jp/

吉田
☎ 090-3017-6551

30 月 10:30 ～
子育てサークルバンビ　「ノルウェーってどんな国？」 ゲスト : 西村
クリスティン （ノルウェー出身） / 桜山保育園こじかひろばにて / 無料

吉田
☎ 090-3787-60061

12
/
1

火
10:30 ～

12:00

母と子のサロン ラクテア　助産師主催、 発達を促すベビーマッ
サージ / 保健センター 2 階会議室にて / 生後 2 カ月～ハイハイ頃、
定員 15 人 / オイル代のみ 500 円

古賀
☎ 090-8391-7487
mw.hitomi.oggi@ezweb.
ne.jp

サークル・
クラブの広場！

●サークルの内容や持参品など、詳しくは各サークルに直接お問い合わ
せください。●掲載を希望する人は政策企画課（☎ 63-1274）までお
問い合わせください。ただし、営利、宗教、政治目的のものは掲載でき
ません。●提出締切は毎月 10 日（休日の場合は直前の平日）です。●

国保税の納め忘れは

ありませんか

みなさんの生活と健康を

守るためにも、

保険税の納期内納付に

ご協力ください。

［問］収納課☎ 63 ‐ 1353 荒尾フォークダンス同好会　初心者教室を始めます。 中高年者の健康増進にはもってこいの運動です。
/ 体育センターにて / ①毎週月曜 13:00 ～ 15:00 （フォークダンスを主として） ②毎週火曜 13:00 ～ 15:00
（ラウンドダンスを主として） / 参加費　1 カ月 1,000 円 / 随時受付 / 連絡先…森 （☎ 68-0804） 坂本 （☎
63-1220）
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日　Sun 月　Mon 火　Tue 水　Wed 木　Thu 金　Fri 土　Sat

1
スポーツ少年団交
流大会
体育センター
第 20 回学童陸上
フェスタイン荒尾
陸上競技場

2
中央小リサイクル
7:30 ～

3　文化の日
荒尾競馬
荒尾競馬場フリー
マーケット
万田坑特別公開
10:00 ～ 15:00
ビート ・ コア ・ ウォ
ーキング
19:00 ～
元気ロード
児童センターバス
ハイク
9:15 集合
グリーン杯シングルス
（テニス、 ～ 8日）
庭球場

4
荒尾競馬
消費生活相談
10:00 ～ 12:00、
13:00 ～ 16:00
消費生活相談室

5
行政相談
10:00 ～ 12:00
市役所総合案内
無料法律相談（要
予約）
13:00 ～ 16:00
市役所総合案内
住民懇談会
19:00 ～
メディア交流館
第 18 回 高 齢 者
ゲートボール大会
ゲートボール場

6
八幡小リサイクル
7:30 ～
キャッチ ・ ハート ・
ブックおはなし会
11:00 ～
中央公民館
消費生活相談
10:00 ～ 12:00、
13:00 ～ 16:00
消費生活相談室

7
本の交換会
10:00 ～ 15:00
中央公民館
法務局なんでも
相談所
10:00 ～ 15:00
熊本地方法務局
玉名支所

8
本の交換会
10:00 ～ 15:00
中央公民館
中学新人松山旗
争奪バレーボー
ル大会
中学校体育館
第 3 回あらおシ
ニア大会
（バドミントン）
市民体育館
重村杯キッズサ
ッカー大会
サッカー場

9
一小リサイクル
7:30 ～

10
三小リサイクル
7:30 ～
育児相談
10:00 ～ 10:45
保健センター
健康相談
10:00 ～ 10:45
保健センター
消費生活相談
10:00 ～ 12:00、
13:00 ～ 16:00
消費生活相談室

11
緑ケ丘小リサイクル
7:30 ～
3 カ月児健診
13:15 ～ 14:00
保健センター
健康相談
9:30 ～ 11:30
老人福祉センター
消費生活相談
10:00 ～ 12:00、
13:00 ～ 16:00
消費生活相談室

12
荒尾競馬

13
清里小リサイクル
7:30 ～
糖尿病教室 「瑞
鳳会」
14:30 ～ 16:00
市民病院
消費生活相談
10:00 ～ 12:00、
13:00 ～ 16:00
消費生活相談室

14
ぐりとぐらお話の会
14:00 ～
中央公民館
森 川 杯 小 学 生
サッカー大会
（～ 15 日）
サッカー場ほか

15
荒尾市総合防災訓練
9:00 ～
緑ケ丘小学校一帯
つくってたべるお
はなし会
13:00 ～調理
14:30 ～おはなし会
中央公民館
ふれあいロビーコ
ンサート
15:30 ～
中央公民館
小岱工芸館まつり
10:00 ～ 16:00
小岱工芸館

16
二小リサイクル
7:30 ～
多重債務者無料
相談会
13:00 ～ 16:00
文化センター会議
室 1～ 4

17
旧四小リサイクル
7:30 ～
ビート ・ コア ・ ウォ
ーキング
19:00 ～
元気ロード
消費生活相談
10:00 ～ 12:00、
13:00 ～ 16:00
消費生活相談室

18
1 歳 6 カ月児健診
13:15 ～ 14:00
保健センター
障がい者定期相談会
9:30 ～ 11:30
玉東町福祉センター
消費生活相談
10:00 ～ 12:00、
13:00 ～ 16:00
消費生活相談室

19
荒尾競馬
平井小リサイクル
7:30 ～
行政相談
10:00 ～ 12:00
市役所総合案内
無料法律相談（要
予約）
13:00 ～ 16:00
市役所総合案内

20
有明小リサイクル
7:30 ～
乳幼児のための
おはなし会
11:00 ～
みどり蒼生館
消費生活相談
10:00 ～ 12:00、
13:00 ～ 16:00
消費生活相談室
愛の献血
10:00 ～ 11:30、
12:45 ～ 16:00
あらおシティモール

21
キッズ ・ フレンド
のおはなし会
14:00 ～
中央公民館
市中学選手権大会
（バスケットボール、
～ 22 日）
一中体育館
小学生スポレク
大会
市民体育館ほか

22
第 109 回近県愛
好者ゲートボール
大会
ゲートボール場
第 5 回紅葉狩りウ
ォーク
9:30 集 合 10:00
出発
市営駐車場集合

23　勤労感謝の日
荒尾競馬
府本小リサイクル
7:30 ～
第 45 回熊日杯県
下段別剣道大会
市民体育館ほか

24
消費生活相談
10:00 ～ 12:00、
13:00 ～ 16:00
消費生活相談室
年金相談
10:00 ～ 15:00
市役所 11号会議室

25
7 カ月児健診
13:15 ～ 14:00
保健センター
健康相談
9:30 ～ 11:30
老人福祉センター
桜山小リサイクル
7:30 ～
消費生活相談
10:00 ～ 12:00、
13:00 ～ 16:00
消費生活相談室

26
荒尾競馬

27
3 歳 6 カ月児健診
13:15 ～ 14:00
保健センター
消費生活相談
10:00 ～ 12:00、
13:00 ～ 16:00
消費生活相談室

28
なかよしブックク
ラブおはなし会
14:00 ～
中央公民館

29
凧あげ大会
10:00 ～
荒尾競馬場
ストリートミュージシャ
ンコンテスト in 荒尾
13:00 ～
あらおシティモール
ムツゴロウ ・ ペタ
ンク大会
多目的広場
トリムパーク杯
（野球、 ～ 12/6）
野球場

30
愛の献血
10:00 ～ 11:30
マミーズ緑ヶ丘店
13:00 ～ 15:30
第一製網

11 月の行事予定

少年相談
10:00 ～ 15:00
中央公民館

精神保健福祉講演会
14:00 ～ 16:00
市役所 11号会議室

秋季エンジョイ
テニス大会
庭球場
　あらお環境フェ
スタ 2009　
10:00 ～、 文化
センター

※ 10 月 22 日現在予定されている行事です。
日程や時間などが変更になる場合があります。

秋の空　10 月 11 日撮影


